Development of the Shinto Ritual Culture from Latter Kamakura to Edo Era by 星,  優也
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
星
優
也
１
は
じ
め
に
本
稿
は
、
鎌
倉
後
期
か
ら
江
戸
期
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
に
つ
い
て
、
式
文
の
引
用
と
儀
礼
の
側
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
神
祇
講
式
』
と
は
、
そ
の
書
名
が
示
す
通
り
「
神
祇
」
の
「
講
式
」
で
あ
る
。
講
式
と
は
、
経
典
を
講
読
・
論
義
す
る
「
講
経
法
会
」
の
儀
式
次
第
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
主
に
「
惣
礼
」「
三
礼
」「
表
白
」「
神
分
」「
六
種
廻
向
」
と
続
く
法
会
の
手
順
を
記
し
た
式
次
第
と
、
法
会
で
実
際
に
読
ま
れ
る
「
式
文
」「
伽
陀
」
が
両
方
記
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る１
）
。
講
式
に
つ
い
て
は
、
筑
土
鈴
寛
、
山
田
昭
全
、
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
を
始
め
と
す
る
中
世
文
学
、
仏
教
文
学
に
よ
る
研
究
蓄
積２
）
が
あ
り
、
近
年
も
思
想
史
の
側
か
ら
舩
田
淳
一
に
よ
り
、
儀
礼
テ
キ
ス
ト
と
し
て
講
式
が
捉
え
直
さ
れ
て
い
る３
）
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
る
と
、
講
式
は
伝
源
信
作
『
二
十
五
三
昧
式
』
か
ら
簡
易
な
法
会
次
第
と
し
て
の
講
式
が
成
立
し
、
以
降
、
永
観
作
『
往
生
講
式
』、
真
源
作
『
順
次
往
生
講
式
』
な
ど
が
、
平
安
浄
土
教
の
展
開
と
と
も
に
作
成
さ
れ
た
。
院
政
期
で
は
、『
往
生
講
式
』
に
基
づ
く
「
阿
弥
陀
講
」
が
貴
族
社
会
で
修
さ
れ
る４
）
と
と
も
に
、
高
野
山
で
は
覚
に
よ
っ
て
『
不
動
講
式
』、『
愛
染
王
講
式
』、『
大
黒
天
講
式
』
な
ど
、
明
王
や
天
部
の
講
式
が
作
成
さ
れ
、
鎌
倉
期
に
は
貞
慶
や
明
恵
に
よ
り
、『
弥
勒
講
式
』、『
地
蔵
講
式
』、『
舎
利
講
式
』
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
弥
勒
信
仰
、
地
蔵
信
仰
、
釈
迦
信
仰
の
展
開
を
背
景
に
、
講
式
に
お
け
る
本
尊
の
対
象
が
九
三
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る
講
式
の
大
き
な
変
化
と
し
て
、
神
々
の
講
式
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
早
い
も
の
で
は
、
平
安
末
期
と
さ
れ
る
『
熱
田
明
神
講
式
』
が
あ
り
、『
春
日
権
現
講
式
』、『
別
願
講
式
』
と
い
っ
た
春
日
信
仰
の
講
式
や
、『
住
吉
高
貴
講
式
』、『
八
幡
講
式
』、『
天
神
講
式
』
な
ど
、
住
吉
信
仰
、
八
幡
信
仰
、
北
野
天
神
信
仰
に
基
づ
く
講
式
が
、
鎌
倉
期
以
降
作
成
さ
れ
て
い
る
。
本
地
垂
迹
信
仰
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い５
）
。
平
安
浄
土
教
に
始
ま
り
、
天
部
・
明
王
・
諸
菩
薩
・
舎
利
、
さ
ら
に
は
神
祇
に
至
る
ま
で
本
尊
の
対
象
を
拡
大
し
た
講
式
は
、
鎌
倉
期
以
降
も
展
開
を
遂
げ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
文
学
研
究
に
よ
り
開
拓
さ
れ
た
、
山
田
昭
全
が
言
う
と
こ
ろ
の
「〞
講
式
〝
と
い
う
沃
野６
）
」
は
、
中
世
の
宗
教
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
群
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
神
祇
講
式
』
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
き
く
分
け
て
二
点
特
徴
が
あ
る
。
『
神
祇
講
式
』
は
、
先
に
あ
げ
た
神
々
の
講
式
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
神
々
の
講
式
が
、
熱
田
、
春
日
、
住
吉
、
八
幡
、
北
野
天
神
と
い
っ
た
個
別
の
神
々
を
本
尊
と
す
る
の
に
対
し
、『
神
祇
講
式
』
は
「
神
祇
」
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
が
供
養
の
対
象
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
も
う
一
点
は
、
諸
本
の
数
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、『
神
祇
講
式
』
は
鎌
倉
期
か
ら
近
代
以
降
に
ま
で
含
め
て
膨
大
な
諸
写
本
が
作
ら
れ
、
全
国
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
点
は
、
本
稿
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
『
神
祇
講
式
』
研
究
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
早
い
段
階
で
『
神
祇
講
式
』
に
注
目
し
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
宮
家
準
で
あ
る
。
宮
家
は
、
修
験
道
研
究
の
側
か
ら
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
行
存
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
神
祭
次
第
書
『
修
験
道
諸
神
勧
請
通
用
』
に
注
目
し
、
そ
こ
で
読
ま
れ
る
『
神
祇
講
式
』
を
関
連
さ
せ
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
修
験
道
に
お
け
る
神
祭
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
明
ら
か
に
し
た７
）
。『
神
祇
講
式
』
に
記
述
さ
れ
る
神
々
す
べ
て
を
、
修
験
道
の
信
仰
世
界
へ
と
回
収
す
る
点
は
再
考
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
宮
家
に
よ
っ
て
『
神
祇
講
式
』
は
修
験
道
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
、
宮
家
が
編
纂
し
た
『
修
験
道
辞
典
』（
東
九
四
京
堂
書
店
、
一
九
八
三
）
に
お
い
て
も
「
神
祇
講
式
」
の
項
（
執
筆
・
由
谷
裕
哉
）
が
立
て
ら
れ
、
室
町
期
に
成
立
し
た
修
験
道
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
の
岡
田
莊
司
に
よ
る
研
究
は
、『
神
祇
講
式
』
の
位
置
づ
け
を
変
え
る
画
期
と
な
っ
た
。
岡
田
に
よ
り
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
『
神
祇
講
私マ
記マ
』
は
、
鎌
倉
後
期
の
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
に
書
写
さ
れ
た
奥
書
を
持
つ
も
の
で
、
同
じ
く
鎌
倉
末
期
の
も
の
と
さ
れ
る
真
福
寺
大
須
文
庫
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
伏
見
宮
本
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
、『
神
祇
講
式
』
の
成
立
が
鎌
倉
後
期
に
遡
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た８
）
。
ま
た
佐
藤
眞
人
は
、『
神
祇
講
式
』
が
『
中
臣
祓
訓
解
』（
鎌
倉
前
期
）、『
天
地
麗
気
記
』（
鎌
倉
後
期
）
と
い
っ
た
初
期
両
部
神
道
書
や
、
無
住
に
よ
る
仏
教
説
話
集
『
沙
石
集
』
巻
一
「
太
神
宮
御
事
」
に
お
け
る
第
六
天
魔
王
説
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
た９
）
。
岡
田
と
佐
藤
に
よ
り
、
室
町
期
成
立
の
修
験
道
書
と
さ
れ
た
『
神
祇
講
式
』
は
、
鎌
倉
期
成
立
の
中
世
神
道
書
と
し
て
位
置
づ
け
が
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
岡
田
と
佐
藤
に
よ
っ
て
、『
神
祇
講
式
』
の
作
者
が
解
脱
房
貞
慶
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。『
神
祇
講
式
』
が
貞
慶
作
と
す
る
根
拠
は
、
西
大
寺
本
と
天
理
図
書
館
本
の
奥
書
に
、「
解
脱
上
人
」
の
御
作
と
す
る
記
述
で
あ
る
。
ま
た
『
神
祇
講
式
』
第
二
段
に
書
か
れ
る
「
当
社
権
現
」
が
、「
慈
悲
万
行
之
名
称
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、「
慈
悲
万
行
菩
薩
」
を
自
称
し
た
と
す
る
春
日
大
明
神
と
関
連
さ
せ
、
熱
烈
な
春
日
信
仰
を
持
っ
て
い
た
貞
慶
の
作
で
あ
る
と
し
、
貞
慶
作
と
さ
れ
る
春
日
信
仰
の
諸
資
料
と
の
比
較
検
討
か
ら
、
貞
慶
作
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
存
す
る
『
神
祇
講
式
』
の
諸
写
本
で
、
貞
慶
が
活
躍
し
た
鎌
倉
前
期
に
遡
る
も
の
は
な
く
、
最
古
写
本
は
先
述
し
た
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
の
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
が
、
文
永
・
弘
安
期
よ
り
以
前
に
遡
る
こ
と
は
、
現
段
階
で
は
難
し
い
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
研
究
史
上
で
は
、
室
町
期
成
立
の
修
験
道
書
か
ら
、
鎌
倉
期
成
立
の
中
世
神
道
書
へ
と
位
置
づ
け
が
改
め
ら
れ
九
五
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
た
こ
と
で
、
そ
の
成
立
期
と
作
者
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
一
部
諸
本
の
奥
書
に
見
え
る
「
解
脱
上
人
」
作
を
、
貞
慶
仮
託
の
可
能
性
を
議
論
し
な
い
ま
ま
実
体
視
し
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
以
下
の
構
成
で
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
を
論
じ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、『
神
祇
講
式
』
の
基
本
情
報
と
構
成
、
お
よ
び
確
認
で
き
る
現
存
諸
本
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
そ
の
う
え
で
第
二
章
で
は
、『
神
祇
講
式
』
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
新
た
な
テ
キ
ス
ト
の
創
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
儀
礼
の
な
か
で
『
神
祇
講
式
』
が
い
か
に
読
ま
れ
て
来
た
の
か
を
追
い
、
講
経
法
会
か
ら
神
前
法
楽
、
そ
し
て
神
楽
の
祭
文
へ
の
展
開
を
描
く
。
『
神
祇
講
式
』
は
い
か
に
読
ま
れ
て
き
た
の
か
。
そ
の
受
容
史
を
言
説
と
儀
礼
の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
で
、
中
世
神
道
書
の
地
域
的
展
開
と
信
仰
の
創
造
を
明
ら
か
に
出
来
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
そ
の
歴
史
叙
述
を
、
中
世
神
話
（
中
世
日
本
紀
）
論
を
踏
ま
え
た
、
『
神
祇
講
式
』
の
変
貌
と
い
う
視
点10
）
か
ら
描
く
。
こ
の
こ
と
は
、『
神
祇
講
式
』
研
究
を
一
歩
進
め
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
中
世
神
道
と
近
世
修
験
道
の
関
係
を
、『
神
祇
講
式
』
の
側
か
ら
明
ら
か
に
出
来
る
道
が
開
け
よ
う
。
さ
ら
に
、
中
世
神
仏
信
仰
を
有
す
る
『
神
祇
講
式
』
が
い
か
に
読
ま
れ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、『
神
祇
講
式
』
が
創
り
出
す
中
世
神
仏
信
仰
の
近
世
的
展
開
を
論
ず
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
以
上
の
問
題
意
識
と
方
法
に
基
づ
き
、
変
貌
す
る
『
神
祇
講
式
』
の
世
界
へ
と
分
け
入
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
は
そ
も
そ
も
『
神
祇
講
式
』
と
は
い
か
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
の
か
を
整
理
し
よ
う
。
九
六
第
一
章
『
神
祇
講
式
』
を
め
ぐ
っ
て
一
、『
神
祇
講
式
』
に
つ
い
て
『
神
祇
講
式
』
の
構
成
は
、
基
本
的
に
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
①
惣
礼：
導
師
と
職
衆
が
入
堂
し
、「
惣
礼
伽
陀
」
を
唱
え
て
本
尊
に
敬
礼
す
る
。
②
三
礼：
導
師
が
柄
香
炉
を
取
り
、
三
宝
に
帰
依
す
る
。
③
表
白：
導
師
が
啓
白
文
か
ら
式
文
を
読
み
、
職
衆
が
伽
陀
を
唱
え
る
。
④
神
分：
法
味
で
あ
る
『
般
若
心
経
』
一
巻
を
読
誦
す
る
。
⑤
六
種
廻
向：
六
種
の
供
物
を
供
え
、
廻
向
文
を
読
み
上
げ
る
。
お
お
よ
そ
①
か
ら
⑤
の
手
順
で
法
会
が
執
り
行
わ
れ
る
。
こ
の
構
成
自
体
は
、『
二
十
五
三
昧
式
』
を
始
め
と
す
る
、
講
式
に
多
く
当
て
は
ま
り
、
紛
れ
も
な
い
「
仏
教
儀
礼
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。『
神
祇
講
式
』
③
の
表
白
は
、
啓
白
文
か
ら
始
ま
り
、
式
文
の
段
落
が
三
段
に
分
か
れ
た
「
三
段
式
」
の
構
成
で
あ
る
。
簡
単
に
③
表
白
の
内
容
を
ま
と
め
よ
う
。
啓
白
文
惣
礼
、
三
礼
が
終
わ
る
と
、
法
会
の
趣
旨
や
目
的
を
述
べ
る
「
啓
白
文
」
が
導
師
に
よ
っ
て
読
誦
さ
れ
る
。
ま
ず
、
道
場
に
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
、
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
か
ら
、
梵
天
、
帝
釈
天
、
龍
神
、
天
部
神
、
護
法
善
神
に
至
る
ま
で
勧
請
す
る
。
九
七
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
そ
し
て
「
西
天
」
に
お
け
る
釈
迦
の
救
済
に
漏
れ
た
「
東
土
」
の
衆
生
で
あ
る
我
々
が
神
（
神
冥
）
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
る
現
実
を
解
き
明
か
し
、
そ
の
由
来
が
、
こ
の
国
が
鉾
の
滴
か
ら
出
来
た
時
か
ら
大
海
の
底
に
あ
る
「
大
日
如
来
印
文
」
と
、
そ
れ
に
障
碍
を
為
そ
う
と
す
る
「
第
六
天
魔
王
」、
さ
ら
に
魔
王
か
ら
「
神
璽
」
を
天
照
太
神
が
請
い
受
け
た
「
天
地
開
闢
」
に
求
め
ら
れ
、
こ
こ
で
神
は
一
見
仏
教
と
は
異
な
る
儀
式
を
す
る
が
、
実
は
仏
法
を
護
る
「
神
兵
」
な
の
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
世
界
の
森
羅
万
象
は
、
す
べ
て
仏
教
的
な
本
質
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
神
社
へ
の
参
拝
と
神
々
へ
の
報
賽
が
、
実
は
仏
道
修
行
な
の
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
第
一
段
「
讃
諸
神
本
地
」
神
は
「
往
古
の
如
来
、
深
位
の
大
士
」
で
あ
る
と
し
、
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
垂
迹
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
か
つ
て
行
教
と
仲
算
が
そ
れ
ぞ
れ
「
宇
佐
之
宮
」
と
「
那
智
滝
」
で
阿
弥
陀
三
尊
と
千
手
観
音
を
感
得
し
た
故
事
を
引
く
こ
と
で
、「
諸
社
瑞
籬
者
、
則
厳
浄
仏
土
也
」
と
し
、
神
社
が
実
は
浄
土
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
「
或
経
曰
」
と
し
て
「
諸
仏
之
所
居
者
皆
是
浄
土
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
海
底
印
文
」
が
そ
れ
を
根
拠
づ
け
て
い
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
社
壇
」
へ
の
参
拝
が
穢
土
か
ら
浄
土
へ
向
か
う
初
門
で
あ
り
、
神
へ
の
祭
祀
行
為
が
功
徳
を
積
む
こ
と
に
つ
な
が
る
と
説
く
。
第
二
段
「
述
垂
迹
利
益
」
神
は
「
神
通
力
」
を
発
揮
し
て
救
済
を
な
し
て
い
る
と
説
く
。
し
た
が
っ
て
「
神
国
」
と
は
神
が
興
し
た
国
で
あ
り
、
そ
こ
の
衆
生
は
神
が
救
済
す
べ
き
衆
生
で
あ
る
と
す
る
。
天
神
と
地
祇
の
契
約
で
王
臣
の
関
係
が
安
定
し
、
法
も
護
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
空
海
と
丹
生
明
神
、
最
澄
と
日
吉
山
王
、
ま
た
熊
野
権
現
や
蔵
王
権
現
の
故
事
を
引
く
こ
と
で
、
神
が
い
か
に
仏
法
を
こ
の
国
で
護
っ
て
い
る
か
を
述
べ
た
あ
と
、
具
体
的
な
神
の
姿
を
述
べ
、「
当
社
権
現
」
は
「
慈
悲
万
行
之
名
称
」「
朝
家
無
双
之
霊
神
」
で
あ
る
と
解
九
八
き
明
か
す
。
第
三
段
「
廻
向
発
願
」
最
初
に
仏
法
僧
の
三
宝
か
ら
始
ま
り
、「
天
神
七
代
、
地
神
五
代
」、
二
十
二
社
を
始
め
と
す
る
天
神
地
祇
、
関
東
の
鎮
守
そ
し
て
「
当
社
権
現
」、
さ
ら
に
梵
天
、
帝
釈
天
以
下
の
天
部
神
か
ら
荒
神
。
次
に
北
斗
七
星
か
ら
冥
道
諸
神
、
護
法
善
神
、
龍
神
に
至
っ
て
「
奉
献
」
し
、
そ
こ
で
積
ん
だ
功
徳
を
三
国
伝
灯
の
大
師
を
始
め
「
七
世
父
母
」、「
貴
賤
霊
」
に
至
る
ま
で
「
廻
向
」
す
る
。
そ
の
う
え
で
「
仏
法
擁
護
」、「
衆
生
利
益
」、「
金
輪
聖
主
宝
祚
延
長
」「
文
武
百
寮
栄
運
」
を
「
発
願
」
す
る
。
以
上
が
、『
神
祇
講
式
』
の
大
略
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
啓
白
文
の
「
大
日
如
来
印
文
」
と
「
第
六
天
魔
王
」
の
起
源
叙
述
は
、
無
住
『
沙
石
集
』
巻
一
「
太
神
宮
御
事
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
「
第
六
天
魔
王
神
話11
）
」
で
あ
り
、
第
一
段
の
神
社
を
浄
土
と
す
る
説
も
、
熊
野
や
叡
山
、
春
日
で
展
開
さ
れ
た
「
社
壇
浄
土
」（
社
頭
浄
土
）
説
に
他
な
ら
な
い12
）
。
第
二
段
に
み
え
る
「
神
国
」
も
、
神
が
興
し
、
神
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
「
神
国
」
と
い
う
認
識
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
天
神
と
地
祇
に
よ
る
王
臣
の
安
定
な
ど
は
、
天
照
大
神
と
春
日
大
明
神
に
よ
る
「
二
神
約
諾
神
話13
）
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
以
上
を
見
て
も
、
鎌
倉
期
以
降
の
神
祇
信
仰
や
中
世
神
道
説
が
盛
り
込
ま
れ
た
講
式
で
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。
さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、『
神
祇
講
式
』
は
膨
大
な
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
存
諸
本
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
二
、『
神
祇
講
式
』
諸
本
略
年
表
こ
こ
で
は
、
現
在
分
か
っ
て
い
る
『
神
祇
講
式
』
の
諸
写
本
に
つ
い
て
、『
国
書
総
目
録
』、『
高
野
山
講
式
集14
）
』、「
講
式
デ
ー
タ
ベ
ー
ス15
）
」、
岡
田
論
文
及
び
、
自
身
の
調
査
に
基
づ
き
、
極
力
奥
書
の
書
写
年
代
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
九
九
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
【
鎌
倉
期
写
本
】
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
神
祇
講
私
記
醍
醐
寺
三
宝
院
権
長
吏
法
眼
晴
巻
子
本
鎌
倉
後
期
神
祇
講
私
記
伏
見
宮
文
庫
巻
子
本
、
後
欠
、
鎌
倉
後
期
神
祇
講
私
記
真
福
寺
大
須
文
庫
巻
子
本
、
残
欠
【
室
町
期
写
本
】
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
神
祇
式
温
泉
寺
（
城
崎
）
綴
本
応
永
二
九
年
（
一
四
二
二
）
神
祇
講
式
醍
醐
寺
地
蔵
講
式
と
合
冊
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
神
祇
講
式
神
宮
文
庫
春
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
引
用
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
神
祇
講
式
高
野
山
大
学
巻
子
本
、
金
剛
三
昧
院
旧
蔵
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
神
祇
講
式
高
野
山
大
学
巻
子
本
、
金
剛
三
昧
院
旧
蔵
永
正
一
二
年
（
一
五
一
五
）
神
祇
講
私
記
天
理
大
学
吉
田
文
庫
巻
子
本
前
欠
笠
置
解
脱
上
人
亨
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
神
祇
講
式
高
野
山
大
学
綴
本
金
剛
三
昧
院
旧
蔵
天
文
一
一
年
（
一
五
四
二
）
神
祇
講
式
天
理
大
学
吉
田
文
庫
巻
子
本
命
禄
三
年
證
海
永
録
一
三
年
（
一
五
七
〇
）
神
祇
講
式
高
野
山
大
学
綴
本
於
備
前
国
天
神
書
之
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
内
野
連
蔵
（
静
岡
）
綴
本
カ
タ
カ
ナ
本
室
町
期
神
祇
講
式
高
野
山
桜
池
院
一
帖
室
町
期
神
祇
講
式
茶
図
・
成
堂
文
庫
一
帖
【
織
豊
政
権
期
】
文
録
五
年
（
一
五
九
六
）
神
祇
講
之
式
天
理
大
学
一
帖
宥
栄
慶
長
元
年
一
〇
〇
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
神
祇
講
式
東
北
大
学
巻
子
本
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
神
祇
講
式
常
明
寺
巻
子
本
【
江
戸
期
】
近
世
初
期
神
祇
講
式
鈴
鹿
三
七
旧
蔵
本
古
活
字
版
近
世
前
期
神
祇
講
私
記
西
大
寺
巻
子
本
解
脱
上
人
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
神
祇
講
式
高
野
山
大
学
巻
子
本
金
剛
三
昧
院
行
教
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
神
祇
講
式
魚
山
叢
書
舌
之
筥
綴
本
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
神
祇
講
式
魚
山
叢
書
意
之
筥
綴
本
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
神
祇
講
式
高
野
山
大
学
現
存
せ
ず
。
天
保
十
年
底
本
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
神
祇
講
式
長
谷
寺
現
存
せ
ず
。
文
政
三
年
底
本
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
神
祇
講
式
税
所
家
旧
蔵
綴
本
『
神
舞
一
庭
之
事
』
所
収
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
神
祇
講
金
沢
文
庫
巻
子
本
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
神
祇
講
式
高
野
山
真
別
処
一
帖
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
神
祇
講
金
沢
文
庫
巻
子
本
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
神
祇
講
式
醍
醐
寺
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
神
祇
講
式
高
野
山
大
学
巻
子
本
金
剛
三
昧
院
旧
蔵
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
神
祇
講
式
長
谷
寺
巻
子
本
神
道
大
系
本
神
祇
講
式
上
野
学
園
大
学
一
帖
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
神
祇
講
式
実
蔵
坊
真
如
蔵
一
冊
慈
航
一
〇
一
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
神
祇
講
式
高
野
山
大
学
巻
子
本
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
神
祇
講
式
大
谷
大
学
一
蓮
院
雑
録
所
収
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
神
祇
講
式
花
祭
会
館
折
本
江
戸
期
神
祇
講
式
大
谷
大
学
翰
林
拾
葉
一
一
江
戸
期
神
祇
講
式
東
大
史
料
編
纂
所
島
津
家
文
書
折
本
江
戸
期
神
祇
講
式
尾
林
克
時
蔵
折
本
か
江
戸
期
神
祇
講
式
高
野
山
竜
光
院
一
冊
江
戸
期
神
祇
講
式
三
千
院
円
融
一
冊
江
戸
期
神
祇
講
式
高
野
山
安
養
院
巻
子
本
江
戸
後
期
神
祇
講
式
上
田
市
立
図
書
館
花
月
文
庫
【
明
治
以
降
】
幕
末
｜
明
治
神
祇
講
式
東
大
史
料
編
纂
所
保
阪
潤
二
旧
蔵
幕
末
｜
明
治
神
祇
講
式
京
都
大
学
一
帖
島
田
文
庫
昭
和
期
神
祇
講
式
石
川
県
立
図
書
館
川
口
文
庫
吉
田
書
院
刊
本
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
神
祇
講
式
私
蔵
藤
井
佐
兵
衛
服
部
如
實
折
本
以
上
の
よ
う
に
、
室
町
期
以
降
書
写
活
動
が
展
開
し
、
膨
大
な
写
本
が
近
世
、
と
く
に
高
野
山
に
残
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
新
し
い
も
の
で
は
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
数
多
く
あ
る
神
々
の
講
式
の
な
か
で
も
特
異
な
例
と
い
え
、
近
世
期
に
至
っ
て
使
用
さ
れ
た
中
世
神
道
書
出
身
の
テ
キ
ス
ト
は
、
他
に
見
出
だ
し
が
た
い
。
一
〇
二
し
か
し
本
稿
の
目
的
は
、『
神
祇
講
式
』
の
書
誌
的
考
察
に
留
ま
ら
な
い
。
い
か
に
流
布
し
、
読
ま
れ
て
行
っ
た
の
か
、
そ
の
実
践
性
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
実
際
ど
の
様
に
扱
わ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
、『
神
祇
講
式
』
の
宗
教
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
『
神
祇
講
式
』
は
い
か
に
読
ま
れ
た
の
か
。
次
章
か
ら
は
引
用
と
実
践
が
開
く
『
神
祇
講
式
』
の
歴
史
へ
分
け
入
ろ
う
。
第
二
章
『
神
祇
講
式
』
の
引
用
と
テ
キ
ス
ト
の
創
造
一
、
引
用
さ
れ
る
『
神
祇
講
式
』
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、『
神
祇
講
式
』
の
成
立
と
作
者
が
問
題
と
さ
れ
て
来
た
。
そ
の
結
果
共
有
さ
れ
て
い
る
見
解
が
、
鎌
倉
初
期
に
解
脱
房
貞
慶
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
貞
慶
作
者
説
で
あ
る
。
な
お
、
岡
田
莊
司
は
、
元
久
年
間
（
一
二
〇
四
〜
〇
六
）
の
成
立
と
し
、
佐
藤
眞
人
は
さ
ら
に
遡
っ
て
、
建
久
年
間
（
一
一
九
〇
〜
九
九
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
両
者
が
有
力
な
根
拠
と
し
た
の
が
、
西
大
寺
蔵
『
神
祇
講
式
』
と
、
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
『
神
祇
講
私
記
』
の
奥
書
で
あ
る
。
該
当
箇
所
を
両
論
文
か
ら
引
用
し
よ
う
。
ま
ず
吉
田
文
庫
本
で
は
、
右
此
式
者
南
都
興
福
寺
学
侶
解
脱
上
人
之
御
作
也
但
後
笠
置
寺
上
人
于
時
永
正
十
二
年
乙
亥
八
月
十
五
日
□
□
□
願
□
之
永
正
十
五
年
□
□
一
〇
三
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
「
南
都
興
福
寺
学
侶
」
で
あ
る
「
解
脱
上
人
」（
貞
慶
）
が
作
成
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
奥
書
は
「
永
正
十
二
年
」（
一
五
一
五
）
の
八
月
十
五
日
、
さ
ら
に
三
年
後
の
「
永
正
十
五
年
」（
一
五
一
八
）
と
あ
り
、
永
正
年
間
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
西
大
寺
本
を
見
て
み
よ
う
。
右
此
式
者
笠
置
寺
解
脱
上
人
貞
慶
之
製
作
也
始
興
福
寺
住
居
之
時
爲
春
日
大
明
神
法
有
製
作
云
々
書
写
さ
れ
た
正
確
な
年
代
こ
そ
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
初
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
文
庫
本
同
様
に
、「
笠
置
寺
」
の
「
解
脱
上
人
貞
慶
」
が
作
成
し
た
と
す
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
西
大
寺
所
蔵
本
で
は
、「
興
福
寺
住
居
」
の
頃
、「
春
日
大
明
神
法
楽
」
の
た
め
に
作
っ
た
と
い
う
伝
承
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
貞
慶
が
熱
烈
な
春
日
信
仰
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
竹
居
明
男
の
詳
細
な
研
究
が
示
す
通
り
で
あ
る16
）
。
と
こ
ろ
が
、
貞
慶
が
『
神
祇
講
式
』
の
奥
書
に
登
場
す
る
の
は
、
永
正
年
間
の
吉
田
文
庫
本
が
現
段
階
で
は
最
も
古
く
、
実
は
貞
慶
が
活
躍
し
た
時
代
に
遡
る
『
神
祇
講
式
』
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
岡
田
が
紹
介
し
た
醍
醐
寺
三
宝
院
本
の
奥
書
に
お
い
て
も
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
私
云
、
以
所
次
、
講
此
式
、
所
禱
天
下
静
、
国
土
安
穏
也
、
次
祈
方
々
諸
壇
越
者
也
、
弘
安
九
年
正
月
三
日
権
長
吏
法
眼
晴
（
花
押
）
一
〇
四
鎌
倉
期
に
遡
る
写
本
に
貞
慶
は
存
在
し
な
い
。「
私
云
」
と
い
う
形
で
奥
書
を
注
釈
し
た
「
権
長
吏
法
眼
晴
」
に
よ
れ
ば
、『
神
祇
講
式
』
が
読
ま
れ
る
法
会
は
、「
天
下
静
」
と
「
国
土
安
穏
」
を
祈
る
、
極
め
て
公
的
な
法
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
「
次
」
と
し
て
、「
方
々
諸
壇
越
」
を
祈
る
と
あ
り
、「
天
下
」「
国
土
」
と
い
う
公
的
な
性
格
と
と
も
に
、「
方
々
」
「
諸
壇
越
」
と
い
う
個
別
の
祈
願
も
、
鎌
倉
後
期
段
階
で
は
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る17
）
。
ど
う
や
ら
弘
安
九
年
段
階
に
お
い
て
も
、
『
神
祇
講
式
』
は
公
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
な
い
、
汎
用
性
の
強
い
テ
キ
ス
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、『
神
祇
講
式
』
が
貞
慶
と
結
び
つ
く
の
は
い
つ
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、『
神
祇
講
式
』
が
最
も
古
く
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
の
記
述
に
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
醍
醐
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
で
あ
る
。
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
に
書
写
さ
れ
た
醍
醐
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
記
』（
以
下
、
醍
醐
寺
本
太
子
伝
）
は
、
中
世
に
展
開
し
た
聖
徳
太
子
の
伝
記
「
中
世
太
子
伝
」
の
一
つ
で
、
鎌
倉
後
期
の
文
保
年
間
（
一
三
一
七
〜
一
九
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
た
め
「
文
保
太
子
伝
」
で
知
ら
れ
て
い
る18
）
。
醍
醐
寺
本
太
子
伝
は
、
今
堀
太
逸
に
よ
る
先
駆
的
な
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
数
あ
る
「
中
世
太
子
伝
」
の
中
で
も
、
神
祇
信
仰
に
記
述
が
濃
厚
で
あ
る
。
今
堀
も
注
目
し
た
「
太
子
三
十
一
歳
御
時
」
と
題
す
る
段
は
、
厳
島
の
縁
起
を
解
き
明
か
す
個
所
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
興
味
深
い
一
文
が
あ
る
。
實
ニ
吾
朝
ハ
依
神
冥
有
縁
之
砌ニ
往
古
ノ
如
來
、
久
成
ノ
薩
埵
多
ク
和
光
同
塵
シ
玉
ヘ
リ
、
悲
花
經
云
、
我
滅
度
後
於
末
法
中
現
大
明
神
広
度
衆
生
、
已上
、
斯
文
ノ
意
ハ
、
釋
尊
在
世
ノ
一
切
菩
薩
賢
聖
等
ハ
於
テ
末
世
ノ
中
必
ス
可シ
現
神
明
也
、
爰
脱
上
人
ノ
筆
ニ
云
ク
、
弟
子
等
如
來
在
ノ
昔
ハ
雖
不
一
代
八
万
之
教
綱
、
神
冥
度
ノ
ハ
幸
ニ
得タリ
結ヲ
八
相
成
道
之
来
縁
、
此
是
諸
佛
善
巧
之
及
、
此
ハ
是
レ
諸
佛
之
也
、
星
宿
照ス
闇
、
ケ
泛ヒ
信
依
之
、
日
神
ク
天
ニ
、
消ス
四
州
之
霜ヲ
、
之
深
ク
崇ハ
一
〇
五
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
生
死
之
忘
厭
離
生
死
之
戒
也
、
妙
ニ
悦
精
之
詣
亦
勤
精
之
勤
也
、
神
冥
無シ
于
、
恭
敬
則
在リ
道
場
、
云
々
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
が
、
傍
線
で
示
し
た
箇
所
は
、
実
は
『
神
祇
講
式
』
の
啓
白
文
と
同
一
で
あ
る
。
提
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
弟
子
等
如
来
在
世
昔
雖
不
一
代
半
満
之
教
網
、
神
冥
済
生
今
幸
得
結
八
相
成
道
之
来
縁
、
此
是
諸
仏
善
巧
之
所
及
也
、
此
是
諸
仏
変
化
之
所
也
、
星
宿
照
暗
、
影
浮
信
敬
帰
依
之
水
、
日
神
耀
天
、
光
銷
四
州
十
悪
之
霜
、
加
之
深
崇
生
死
之
忌
、
即
厭
離
生
死
之
戒
、
妙
悦
精
進
之
詣
、
又
勤
行
精
進
之
勤
也
、
神
冥
無
于
外
、
恭
敬
則
顕
於
祭
席
、
浄
土
非
于
遙
、
勤
行
則
在
於
道
場
、
最
後
の
「
浄
土
非
于
遙
」
の
個
所
を
除
き
、『
神
祇
講
式
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
一
文
が
「
解
脱
上
人
ノ
筆
ニ
云
ク
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
段
階
に
お
い
て
、『
神
祇
講
式
』
と
解
脱
上
人
（
貞
慶
）
と
が
結
び
つ
い
た
最
古
の
表
現
と
い
え
よ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
醍
醐
寺
本
太
子
伝
は
、
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
の
写
本
で
あ
る
が
、
成
立
そ
の
も
の
は
文
保
期
（
一
三
一
七
〜
一
九
）
に
遡
る
可
能
性
は
あ
る
。
だ
が
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
神
祇
講
式
』
が
貞
慶
と
明
確
に
結
び
つ
く
の
は
、
鎌
倉
末
期
の
一
四
世
紀
前
半
で
あ
り
、
遅
く
と
も
長
禄
年
間
（
一
四
五
七
〜
六
〇
）
の
一
五
世
紀
後
半
で
あ
る
。
こ
の
間
に
は
、
無
住
『
沙
石
集
』
を
始
め
、『
春
日
権
現
験
記
絵
』
な
ど
、「
解
脱
上
人
」
と
し
て
の
貞
慶
説
話
が
展
開
し
て
お
り
、『
神
祇
講
式
』
の
貞
慶
も
、
以
上
の
よ
う
な
「
解
脱
上
人
信
仰
」
の
展
開
に
お
い
て
貞
慶
作
者
説
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
鎌
倉
末
期
の
も
の
と
さ
れ
る
『
神
祇
講
式
』
は
、
他
に
二
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
真
福
寺
大
須
文
庫
本
で
、
も
う
一
つ
は
宮
内
庁
書
陵
部
伏
見
宮
文
庫
本
で
あ
る
。
こ
の
次
に
写
本
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
写
の
『
神
祇
式
』
一
〇
六
が
あ
り
、
鎌
倉
後
期
の
も
の
と
は
時
代
に
開
き
が
あ
る
。
諸
本
の
現
存
状
況
か
ら
、
こ
の
間
『
神
祇
講
式
』
は
、
い
か
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
次
の
事
例
に
は
、
当
時
『
神
祇
講
式
』
が
い
か
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
を
窺
わ
せ
る
一
文
が
あ
る
。
応
永
三
一
年
（
一
四
一
二
）
に
伊
勢
で
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
、
春
本
『
日
本
書
紀
私
見
聞19
）
』
に
は
、
二
か
所
『
神
祇
講
式
』
の
引
用
が
確
認
さ
れ
る
。
該
当
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。
浦
安
国ト
者
、
仏
法
流
布
之
所ヲ
云
也
。
爰
以
、
式ニハ
凡
自リ
鉾ノ
滴リ
成シ
嶋
、
当
初
吾
国ニ
有リ
大
日
如
来ノ
印
文
。
仏
法
流
布
之
瑞
相
ア
リ
云
々
。
ニ然
此
ヲ文
キ書
入
タ
ル
ニ
依
テ
神
祇
講
ヲハ
式
スル
秘
也
。
こ
こ
は
、
冒
頭
に
「
日
本
」
の
別
名
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
れ
を
注
釈
す
る
個
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
浦
安
国
」
と
は
、『
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
三
十
一
年
四
月
条
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
春
は
こ
の
「
浦
安
国
」
に
注
釈
し
、「
仏
法
流
布
之
所
」
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
そ
こ
で
「
式
ニ
ハ
」
と
し
て
、
式ニハ
凡
自リ
鉾ノ
滴リ
成シ
嶋
、
当
初
吾
国ニ
有リ
大
日
如
来ノ
印
文
。
仏
法
流
布
之
瑞
相
ア
リ
云
々
。
と
い
う
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
『
神
祇
講
式
』
の
啓
白
文
に
見
え
る
次
の
個
所
、
凡
自
鉾
滴
成
嶋
之
当
初
、
吾
国
大
海
之
底
有
大
日
如
来
之
印
文
、
仏
法
流
布
瑞
相
也
、
一
〇
七
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
か
ら
引
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
そ
の
続
き
の
一
文
で
あ
る
。
然ニ
此
文ヲ
書キ
入
タ
ル
ニ
依
テ
神
祇
講
式ヲハ
秘スル
也
。
こ
こ
で
い
う
「
此
文
」
と
は
、「
仏
法
流
布
之
瑞
相
」
と
し
て
の
「
大
日
如
来
ノ
印
文
」
で
あ
る
。「
大
日
如
来
ノ
印
文
」
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、『
神
祇
講
式
』
は
「
秘
ス
ル
」
も
の
と
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ど
う
や
ら
、
春
が
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
を
記
し
た
応
永
年
間
の
頃
、
伊
勢
で
は
『
神
祇
講
式
』
は
春
な
ど
一
部
の
真
言
僧
が
知
る
秘
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
は
、
も
う
一
つ
『
神
祇
講
式
』
が
引
か
れ
る
。
長
い
が
該
当
箇
所
を
引
用
し
よ
う
。
滄アヲ
溟ウラト
者
大
海
之
惣
名
也
。
当ソノ
初カミ
伊
弉
諾
尊
滄
溟
ヲ
ミ
ク
タ
シ
給ニ
大
日
如
来ノ
印
文
ア
リ
。
天
ノ
サ
カ
ホ
コ
ヲ
指
下
シ
テ
サ
ク
リ
給フニ
前
ニ
サ
ワ
ル
物
更
ニ
シ
。
其ノ
ホ
コ
ヲ
引
上
給ニ
其
ホ
コ
ノ
滴リ
一ノ
島ト
成レリ。
ヲ
ノ
コ
ロ
島ト
云
也
。
此ヲ
始トシテ
大
八
島
乃
至
ア
マ
タ
ノ
国
々
出
来レリ。
天
照
大
神
此
国
ノ
主ルシト
シ
テ
国
ノ
ス
カ
タ
ヲ
見
給フニ
海ノ
底ニ
字ノ
形
歴
然タリ。
此
仏
法
流
布ノ
地
ナ
ル
ヘ
キ
事
ヲ
悦
テ
此ノ
大
日ノ
御
手ノ
上ニ
島ヲ
作テ
大
和
国トモ
又ハ
日
本
国トモ
云
也
。
日
本
国
ト
ハ
秘
説ニハ
大
日ノ
本ノ
国ト
書ケリ。
即
大
日
本
国ト
云
此
故
也
。
然
間
余
州ハ
皆
日
本ノ
末
国ト
云
也
。
此
意
也
。
始
是
国ヲ
作リ
出シテ
仏
法ヲ
流
布セント
給ニ
、
第
六
天
ノ
魔
王
障
碍ヲ
成ス
。
依
之
大
神
々
璽ヲ
魔
王ニ
乞
テ
国
土ヲ
シ
ツ
メ
テ
仏
法ヲ
流
布シ
給
。
今ノ
内
裏ニ
神
璽
宝
剣
侍
内
所トテ
三
種
御ミタ
財カラ
有
也
。
所
謂ル
此
国ハ
字ノ
姿ナル
間
、
天
神
其ノ
主タルニ
依
大
日
霊
貴ト
書ケル
也
。
此
国ハ
字ノ
形ナル
事ハ
、
頭ハ
鎮
西ニ
向
、
尾ハ
奥
州ニ
向ヘリ。
神
祇
式
云
、
凡
自リ
鉾
滴リ
島
成
、
当
初
吾
国ニ
〇
瑞
相
也
云
々
。
こ
こ
は
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
滄
溟
」
の
注
釈
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
大
海
之
惣
名
」
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、「
大
日
如
来
ノ
印
文
」
が
あ
る
「
大
海
」
と
読
み
替
え
て
い
る
。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
大
日
印
文
｜
第
六
天
魔
王
神
話
も
興
味
深
い
が
、
本
稿
一
〇
八
で
注
目
す
べ
き
は
、
最
後
に
「
神
祇
講
式
云
」
と
し
て
、「
凡
自リ
鉾
滴リ
島
成
、
当
初
吾
国ニ
〇
瑞
相
也
云
々
。」
と
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
先
に
確
認
し
た
文
と
同
じ
く
、
春
は
「
大
日
如
来
ノ
印
文
」
説
の
根
拠
と
し
て
、『
神
祇
講
式
』
を
引
い
て
い
る
。
先
に
見
た
醍
醐
寺
本
太
子
伝
で
は
、
こ
う
し
た
「
大
日
如
来
ノ
印
文
」
説
に
は
関
心
を
示
さ
ず
、
神
の
救
済
を
説
く
一
文
を
引
い
て
い
た
が
、
春
本
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
で
は
、「
大
日
如
来
ノ
印
文
」
を
根
拠
づ
け
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、『
神
祇
講
式
』
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
太
子
信
仰
と
日
本
紀
注
釈
と
い
う
、
ま
っ
た
く
異
な
る
読
み
手
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
で
、『
神
祇
講
式
』
の
本
文
が
選
択
さ
れ
、
太
子
伝
、
日
本
紀
注
釈
書
を
支
え
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、『
神
祇
講
式
』
は
変
貌
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
引
用
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。『
神
祇
講
式
』
は
引
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
テ
キ
ス
ト
創
造
に
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
神
祇
講
式
』
の
変
貌
を
追
い
、
熱
田
宮
へ
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
二
、『
熱
田
講
式
』
の
形
成
『
熱
田
講
式
』
と
は
、
書
名
通
り
尾
張
国
熱
田
宮
の
講
式
で
あ
り
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。『
熱
田
講
式
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
久
保
田
収20
）
、
阿
部
泰
郎21
）
、
小
林
幸
夫22
）
が
注
目
し
て
お
り
、
中
世
熱
田
信
仰
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
『
熱
田
講
式
』
と
『
神
祇
講
式
』
が
深
い
関
わ
り
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い23
）
。
以
下
、『
熱
田
講
式
』
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
の
引
用
個
所
を
提
示
し
よ
う
。
ま
ず
『
熱
田
講
式
』
の
啓
白
文
で
あ
る
。
敬
白
、
一
切
三
宝
大
小
神
祇
、
而
言
、
夫
以
、
当
大
神
宮
者
、
忝
為
剣
鏡
二
皇
神
、
照
天
守
地
、
而
為
六
合
主
、
神
璽
・
宝
剣
・
内
侍
所
、
是
也
、
可
思
、
有
海
底
印
文
、
為
障
碍
之
、
第
六
天
魔
王
欲
無
国
土
時
、
天
照
太
神
請
於
魔
王
、
天
地
二
開
闢
以
来
、
内
雖
弘
仏
法
、
我
等
已
漏
彼
機
、
外
雖
普
神
恩
、
不
信
敬
何
預
其
愛
、
可
仰
可
敬
也
、
凡
、
運
歩
於
社
壇
、
則
穢
土
詣
浄
土
初
門
一
〇
九
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
也
、
励
志
於
神
明
、
亦
従
神
道
帰
仏
道
方
便
也
、
こ
の
箇
所
は
『
熱
田
講
式
』
の
冒
頭
部
分
で
あ
り
、「
熱
田
講
」
の
趣
旨
や
目
的
を
述
べ
る
「
啓
白
文
」
で
あ
る
。
傍
線
部
を
引
き
、
太
字
に
し
た
部
分
が
『
神
祇
講
式
』
の
次
の
箇
所
と
一
致
す
る
。
伏
以
釈
尊
出
世
、
雖
垂
済
度
於
西
天
、
我
等
衆
生
已
漏
彼
機
、
神
冥
利
生
雖
施
化
儀
於
東
土
、
不
信
敬
者
、
何
預
其
恵
、
可
敬
也
、
凡
自
鉾
滴
成
嶋
之
当
初
、
吾
国
大
海
之
底
有
大
日
如
来
之
印
文
、
仏
法
流
布
瑞
相
也
、
第
六
天
魔
王
為
障
碍
仏
法
、
欲
令
無
国
土
之
時
、
天
照
太
神
請
神
璽
於
魔
王
、
天
地
開
闢
記
文
取
意
以
降
、
八
万
神
達
、
外
顕
異
仏
教
之
儀
式
、
内
為
護
仏
法
之
神
兵
、
（『
神
祇
講
式
』
啓
白
文
）
迷
則
妄
想
顚
倒
之
栖
、
多
亀
毛
兎
角
之
詐
、
悟
亦
常
寂
光
土
之
界
無
竹
煙
松
霧
之
隔
、
浄
名
方
丈
室
容
無
数
億
千
之
凡
聖
、
釈
迦
霊
山
堺
、
安
自
界
他
方
之
聴
衆
、
玉
殿
莫
謂
狭
、
覚
者
前
無
有
際
限
、
所
以
運
歩
於
社
壇
、
即
自
穢
土
詣
浄
土
之
初
門
、
励
志
於
神
冥
、
亦
従
神
道
帰
仏
道
之
方
便
也
、
（『
神
祇
講
式
』
一
段
）
『
神
祇
講
式
』
傍
線
部
・
太
字
の
部
分
を
参
照
し
、「
切
り
貼
り
」
す
る
よ
う
に
し
て
、『
熱
田
講
式
』
の
啓
白
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。『
熱
田
講
式
』
第
一
段
を
見
る
と
、
第
一
、
明
神
真
本
地
者
、
其
今
難
測
、
但
、
去
白
風
託
云
、
我
是
魔
首
羅
智
所
城
主
三
億
摂
領
大
威
徳
五
大
力
示
現
熱
田
太
神
也
、
而
為
化
度
利
生
、
引
率
五
八
剣
十
二
神
将
八
百
万
眷
属
、
降
下
此
土
云
々
、
将
智
諸
社
籬
者
、
厳
成
仏
土
也
、
諸
神
本
地
、
一
一
〇
大
権
薩
埵
也
、
故
経
云
、
諸
仏
所
居
、
皆
是
浄
土
也
云
々
、
こ
の
箇
所
も
実
は
『
神
祇
講
式
』
第
一
段
の
、
以
知
、
諸
社
瑞
籬
、
則
厳
浄
仏
土
也
、
諸
神
本
地
、
亦
大
権
薩
埵
也
、
故
経
云
、
諸
仏
所
居
皆
是
浄
土
、
云
云
、
海
底
印
文
可
思
可
貴
也
、
か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
熱
田
講
式
』
第
二
段
で
は
、
第
二
、
讃
垂
跡
者
、
凡
以
正
道
正
理
為
心
、
以
神
通
神
足
為
質
、
当
知
、
神
通
是
諸
仏
上
智
、
三
乗
目
足
、
如
来
在
世
尚
爾
、
況
於
神
国
哉
、
国
者
神
之
可
守
国
也
、
生
者
神
之
可
度
生
也
、
故
権
者
実
者
、
随
所
応
機
、
為
主
為
半
、
互
通
助
互
任
縁
、
臣
益
非
所
言
宣
、
応
時
触
物
、
霊
験
日
所
心
測
、
殊
当
宮
者
、
慈
悲
万
行
之
明
徳
、
日
域
無
双
尊
主
、
に
至
っ
て
は
、『
神
祇
講
式
』
二
段
の
第
二
讃
垂
跡
利
益
者
、
為
神
冥
垂
迹
、
自
証
得
難
思
之
内
徳
、
現
妙
用
無
窮
之
神
力
、
正
道
正
理
以
為
心
、
神
通
神
足
以
為
質
…
（
略
）
…
可
知
、
神
通
諸
仏
定
智
三
乗
目
足
也
、
如
来
在
世
尚
爾
、
況
於
神
国
哉
、
国
者
神
之
可
興
国
也
、
生
者
神
之
可
度
之
生
也
…
（
略
）
…
是
則
権
者
実
者
随
所
応
機
、
為
主
為
伴
、
互
通
互
助
、
殊
当
社
権
現
者
、
慈
悲
万
行
之
名
称
、
朝
家
無
双
之
霊
神
也
、
一
一
一
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
単
な
る
引
用
で
な
い
こ
と
は
、『
神
祇
講
式
』
で
「
当
社
権
現
」
と
す
る
所
を
、「
熱
田
宮
」
に
合
わ
せ
て
「
当
宮
」
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
春
日
神
を
想
起
し
や
す
い
「
慈
悲
万
行
之
名
称
」
を
「
慈
悲
万
行
之
明
徳
」
と
し
て
改
め
て
い
る
よ
う
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、「
慈
悲
万
行
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
春
日
神
の
菩
薩
号
「
慈
悲
万
行
菩
薩
」
を
連
想
さ
せ
、
早
い
段
階
で
は
、
貞
慶
『
春
日
大
明
神
発
願
文
』
や
『
別
願
講
式
』
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
出
来
る24
）
。
こ
の
「
慈
悲
万
行
」
が
、『
熱
田
講
式
』
で
は
熱
田
神
の
こ
と
と
さ
れ
、
春
日
神
に
限
定
さ
れ
な
い
尊
号
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
、
熱
田
宮
の
事
例
を
確
認
し
た
。『
神
祇
講
式
』
は
、
室
町
期
に
尾
張
国
ま
で
到
達
し
、
そ
の
神
道
説
形
成
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
実
践
は
熱
田
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
実
は
遠
く
津
軽
半
島
に
ま
で
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
三
、
近
世
北
奥
の
世
界
へ
津
軽
の
「
総
鎮
守
」
と
し
て
、
今
も
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
岩
木
山
に
は
、
坂
上
苅
田
麻
呂
建
立
の
伝
承
を
持
つ
岩
木
山
神
社
が
あ
る
。
前
近
代
で
は
「
奥
宮
」
と
「
下
居
宮
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
室
町
後
期
か
ら
は
、
津
軽
安
東
氏
の
一
族
と
さ
れ
る
安
部
氏25
）
が
代
々
祀
官
を
務
め
て
い
た
。
神
宮
寺
と
し
て
百
沢
寺
（
真
言
宗
）
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
百
沢
寺
十
坊
の
縁
起
や
系
譜
を
纏
め
た
『
別
當
寺
光
明
院
元
禄
書
上
』
（
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
頃
以
下
、『
元
禄
書
上
』）
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
安
部
仲
満
撰
述
と
さ
れ
る
『
十
坊
縁
起
』
が
あ
り
、
な
ん
と
『
神
祇
講
式
』
と
合
致
す
る
一
文
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
提
示
し
よ
う
。
謹
書
。
蓋
聞
、
神
道
者
、
二
神
応
現
之
昔
、
日
鉾
滴
成
嶋
以
還
、
吾
国
者
神
国
也
。
是
故
自
上
一
人
至
下
万
民
無
天
照
太
神
不
廟
裔
者
。
所
以
天
帝
仰
鼻
祖
之
遺
訓
、
領
四
海
治
国
家
且
又
庶
民
者
、
蒙
神
明
之
擁
護
、
攘
妖
女
、
福
祐
。
一
一
二
本
朝
之
風
俗
、
何
事
如
之
乎
。
仰
々
岩
木
山
三
所
権
現
者
、
当
国
総
鎮
守
、
蒼
生
之
守
護
神
、
慈
悲
万
行
名
称
、
朝
家
無
双
之
霊
神
也
。
顕
日
顕
月
之
徳
、
万
国
誰
不
戴
其
光
、
為
雲
為
雨
之
姿
、
普
天
何
不
受
其
潤
、
是
以
感
応
之
成
否
、
依
信
心
之
厚
薄
。
こ
こ
は
「
岩
木
山
三
所
権
現
」
を
「
当
国
総
鎮
守
」「
蒼
生
之
守
護
神
」
と
し
て
讃
え
る
一
文
で
あ
る
が
、
決
定
的
な
部
分
で
、「
慈
悲
万
行
之
名
称
」
以
下
の
文
章
が
あ
る
。
こ
れ
は
無
論
『
神
祇
講
式
』
第
二
段
の
、
殊
当
社
権
現
者
、
慈
悲
万
行
之
名
称
、
朝
家
無
双
之
霊
神
也
、
顕
日
顕
月
之
徳
、
万
国
誰
不
戴
其
光
、
為
雲
為
雨
之
姿
、
普
天
何
不
受
其
潤
、
の
一
文
と
、
第
一
段
の
是
以
感
応
成
否
依
信
心
厚
薄
、
利
益
遅
速
任
竭
仰
浅
深
者
哉
、
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。『
熱
田
講
式
』
と
同
じ
く
、『
神
祇
講
式
』
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、「
岩
木
三
所
権
現
」
は
「
慈
悲
万
行
之
名
称
」
と
い
う
普
遍
性
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。『
神
祇
講
式
』
は
列
島
の
北
奥
へ
到
達
す
る
こ
と
で
、
在
地
信
仰
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
注
目
し
た
い
こ
と
が
、「
慈
悲
万
行
之
名
称
」
と
い
う
「
尊
号
」
で
あ
る
。
実
は
数
多
く
の
『
神
祇
講
式
』
は
、
「
慈
悲
万
行
之
名
称
」
と
す
る
「
当
社
権
現
」
に
、
割
註
で
「
随
所
」「
神
名
随
所
」「
随
所
変
更
」
な
ど
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
一
三
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
「
随
所
」
に
神
名
が
変
更
出
来
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
岡
田
莊
司
の
指
摘
が
あ
る
が
、
熱
田
神
や
岩
木
三
所
権
現
の
事
例
か
ら
、
在
地
の
神
を
「
当
社
権
現
」
に
当
て
は
め
、
新
し
い
テ
キ
ス
ト
を
創
り
出
す
仕
掛
け
が
『
神
祇
講
式
』
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。『
神
祇
講
式
』
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
神
は
「
慈
悲
万
行
之
名
称
」「
朝
家
無
双
之
霊
神
」
へ
と
変
貌
す
る
強
力
な
普
遍
性
を
獲
得
す
る
と
同
様
に
、
ど
の
神
で
も
「
当
社
権
現
」
へ
と
「
随
所
」
に
変
更
出
来
る
強
力
な
可
変
性
を
、『
神
祇
講
式
』
は
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
し
て
津
軽
に
『
神
祇
講
式
』
が
伝
来
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
元
禄
書
上
』
に
収
録
さ
れ
る
、
百
沢
寺
の
歴
代
住
職
を
記
し
た
「
當
寺
代
々
」
に
手
掛
か
り
と
な
る
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
二
代
目
法
印
の
良
誉
に
、「
高
野
ヨ
リ
來
僧
」
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
高
野
山
と
の
関
係
を
注
目
す
べ
き
か
と
言
う
と
、
他
な
ら
な
い
中
世
以
来
の
『
神
祇
講
式
』
の
写
本
が
、
膨
大
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
、
北
奥
ま
で
の
引
用
に
お
け
る
流
布
と
展
開
を
概
観
し
た
。『
神
祇
講
式
』
は
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
太
子
伝
、
日
本
紀
注
釈
、
熱
田
、
そ
し
て
岩
木
山
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
に
わ
か
に
浮
上
し
た
「
高
野
山
」
を
手
が
か
り
に
、
も
う
一
つ
の
経
路
で
あ
る
、
儀
礼
実
践
の
側
か
ら
、
そ
の
流
布
と
展
開
を
追
っ
て
み
よ
う
。
第
三
章
儀
礼
の
な
か
の
『
神
祇
講
式
』
一
、
高
野
山
「
神
祇
講
」
に
つ
い
て
高
野
山
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
写
本
は
、
次
の
通
り
存
在
し
て
い
る
。
・
高
野
山
大
学
文
明
一
九
年
一
四
八
七
）巻
子
本
一
軸
・
軸
な
し
一
一
四
・
高
野
山
大
学
延
徳
二
年
一
四
九
〇
）
・
高
野
山
大
学
亨
禄
四
年
一
五
三
一
）
・
高
野
山
大
学
「
神
祇
講
式
」
性
之
四
目
綴
奥
書
、
永
禄
十
三
年
庚午
三
月
中
旬
御
備
前
国
天
神
書
之
・
高
野
山
大
学
室
町
時
代
（
年
代
不
詳
）
・
高
野
山
桜
池
院
室
町
時
代
写
一
帖
）
・
高
野
山
金
剛
三
昧
院
「
神
祇
講
式
」
巻
子
本
一
軸
、
貞
享
五
年
一
六
八
九
）
・
高
野
山
大
学
「
神
祇
講
式
高
野
山
南
谷
持
明
院
常
住
」
貞
享
五
戊辰
歳
五
月
・
高
野
山
持
明
院
一
軸
本
二
種
）・
高
野
山
真
別
処
一
帖
）延
亨
四
年
写
二
軸
・
一
七
四
七
・
高
野
山
大
学
天
保
十
年
一
八
三
九
）
・
高
野
山
大
学
「
神
祇
講
式
」
巻
子
本
一
軸
天
保
十
年
龍
次
己
亥
秋
七
月
令
戒
嚴
房
施
写
・
高
野
山
大
学
「
神
祇
講
式
」
文
政
元
年
戌
寅
五
月
二
十
五
日
写
）
【
年
代
不
詳
】
・
高
野
山
竜
光
院
「
神
祇
講
伽
陀
」
一
帖
、
声
明
、
・
高
野
山
安
養
院
一
軸
）
・
高
野
山
竜
光
院
一
冊
）
・
高
野
山
大
学
江
戸
時
代
・
高
野
山
大
学
「
神
祇
講
式
」
奥
書
、
行
教
和
尚
之
作
云
々
年
代
が
確
か
で
は
な
い
も
の
も
含
め
、
現
状
一
七
本
確
認
出
来
る
。
最
も
古
い
写
本
が
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
の
巻
子
本
で
あ
一
一
五
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
り
、
新
し
い
も
の
で
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
写
本
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
室
町
後
期
か
ら
江
戸
中
後
期
の
『
神
祇
講
式
』
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
金
剛
三
昧
院
や
持
妙
院
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
す
る
塔
頭
寺
院
が
異
な
る
が
、
現
在
多
く
が
高
野
山
大
学
に
委
託
さ
れ
て
お
り
、
一
部
、『
高
野
山
講
式
集
』
で
閲
覧
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
、『
神
祇
講
式
』
の
写
本
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
珍
し
く
、
あ
ら
た
め
て
、『
神
祇
講
式
』
が
高
野
山
と
密
接
な
関
係
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
で
は
、
高
野
山
で
『
神
祇
講
式
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
る
資
料
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
霊
瑞
南
龍
『
密
宗
諸
法
会
儀
則
』（
安
永
二
年
一
七
七
三
）
で
あ
る
。
『
密
宗
諸
法
会
儀
則
』
は
、
高
野
山
で
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
法
会
の
作
法
や
、
次
第
を
類
聚
し
た
資
料
で
あ
る
。
三
巻
に
分
か
れ
て
お
り
、
三
巻
目
に
は
講
式
に
基
づ
く
講
会
の
記
事
が
充
実
し
て
い
る
。
そ
こ
に
「
神
祇
講
」
の
記
述
が
存
在
す
る
の
だ
。
次
に
紹
介
し
よ
う
。
△
十
八
神
祇
講
密
立
潤
月
先
傳
供
四
智
梵
語
梵
語
心佛
讃
別
禮
式
師
云
何
唄
散
華
中
段
大
日
○
諦
諦
波
羅
諦
波
羅
僧
諦
菩
提
娑
婆
訶
二
十
一
遍
こ
の
場
合
の
「
神
祇
講
」
は
、
密
教
儀
礼
の
形
式
を
意
味
す
る
「
密
立
」
で
、「
潤
月
」（＝
閏
月
）
に
行
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
以
下
の
「
先
伝
供
」「
別
礼
」「
式
師
」「
云
何
唄
」「
散
華
」
は
、「
密
立
」
で
行
う
「
神
祇
講
」
の
次
第
で
あ
ろ
う
。
最
初
の
「
伝
供
」
は
、
法
会
の
際
、
仏
前
に
供
物
を
捧
げ
る
と
き
、
供
物
を
手
か
ら
手
へ
と
送
っ
て
供
え
る
儀
礼
で
あ
る
。
そ
の
際
割
註
で
、「
四
智
梵
語
、
心
略
梵
語
、
仏
讃
」
と
書
か
れ
る
。「
四
智
梵
語
」
は
、
阿
如
来
の
大
円
鏡
智
、
宝
生
如
来
の
平
等
性
智
、
一
一
六
阿
弥
陀
如
来
の
妙
観
察
智
、
不
空
成
就
如
来
の
成
所
作
智
の
四
智
を
讃
え
る
「
四
智
讃
」
の
「
梵
讃
」
こ
と
で
あ
り
、「
心
略
梵
語
」
は
、
大
日
如
来
の
徳
を
讃
え
る
「
心
略
讃
」
の
「
梵
讃
」
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
最
後
に
仏
徳
を
讃
え
る
「
仏
讃
」
が
読
誦
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
神
祇
講
式
』
本
文
と
の
対
応
で
考
え
れ
ば
、「
式
師
」
は
講
式
の
式
文
を
読
誦
す
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
別
礼
」
は
『
神
祇
講
式
』
に
お
け
る
、「
惣
礼
」「
三
礼
」
な
ど
の
作
法
を
行
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
伝
供
」
で
供
物
を
仏
前
に
供
え
、
「
四
智
梵
讃
」「
心
略
梵
讃
」「
仏
讃
」
を
読
誦
し
、「
別
礼
」
で
礼
拝
行
為
を
行
っ
た
の
ち
、『
神
祇
講
式
』
の
式
文
・
伽
陀
が
読
ま
れ
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
「
云
何
唄
」
は
、
密
教
法
会
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
梵
唄
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』
巻
三
「
長
寿
品
」
の
で
あ
る
、「
云
何
得
長
寿
金
剛
不
壊
心
復
以
何
因
縁
得
大
堅
固
力
」
が
、
よ
く
読
誦
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
「
神
祇
講
」
で
も
、
代
表
的
な
「
云
何
唄
」
が
、
式
文
読
誦
の
後
に
読
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
散
華
」
で
は
、
梵
唄
で
あ
る
「
中
段
大
日
」
を
唱
え
な
が
ら
「
散
華
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
最
後
に
『
般
若
心
経
』
の
「
諦
諦
波
羅
諦
波
羅
僧
諦
菩
提
娑
婆
訶
」
が
二
十
一
遍
、
読
誦
さ
れ
て
「
神
祇
講
」
が
終
わ
る
。
最
後
の
『
般
若
心
経
』
の
読
誦
は
、『
神
祇
講
式
』
本
文
で
も
「
神
分
」
の
記
述
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。「
神
分
」
と
は
、
法
会
に
お
い
て
『
般
若
心
経
』
を
神
々
に
読
み
、
法
味
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
般
若
心
経
』
が
読
ま
れ
る
「
神
分
」
が
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
咒
を
二
一
遍
唱
え
る
点
な
ど
、
独
自
に
改
変
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
が
「
神
祇
講
」
の
一
連
の
流
れ
で
あ
る
。
多
く
の
『
神
祇
講
式
』
の
式
次
第
と
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、「
別
禮
」（
惣
礼
、
三
礼
）、
式
師
（
表
白
）
と
神
分
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
「
伝
供
」「
四
智
梵
語
・
心
梵
語
、
佛
讃
」、「
云
何
唄
」「
散
華
」
は
、
高
野
山
「
神
祇
講
」
の
次
第
に
み
ら
れ
る
記
述
で
あ
り
、
割
注
の
「
密
立
」
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
密
教
法
会
形
式
で
読
ま
れ
一
一
七
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
「
神
祇
講
」
と
類
似
す
る
次
第
が
、
同
じ
く
高
野
山
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
『
神
祇
講
法
則
』
で
あ
る
。
次
に
引
用
し
よ
う
。
先
傳
供
四
智
梵
語
心
梵
語
吉
慶
漢
語
次
惣
礼
次
式
師
登
壇
次
唄
云
何
次
散
花
大
日
次
伽
陀
三
段
次
心
經
咒
廿
一
反
以
上
先
の
『
密
宗
諸
法
会
儀
則
』
の
「
神
祇
講
」
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、「
吉
慶
漢
語
」
が
追
加
さ
れ
、「
別
礼
」
も
「
惣
礼
」
「
式
師
登
壇
」
な
ど
、
細
か
く
書
か
れ
て
い
る
。「
散
花
大
日
」
の
次
の
「
伽
陀
」
は
、『
神
祇
講
式
』
の
伽
陀
で
あ
ろ
う
が
不
明
で
あ
る
。
最
後
の
「
心
経
咒
廿
一
反
」
は
、『
般
若
心
経
』
の
一
節
を
、
二
十
一
回
読
誦
す
る
箇
所
と
共
通
す
る
。
こ
の
『
神
祇
講
法
則
』
は
三
輪
流
神
道
関
係
の
資
料
で
あ
り
、
神
道
灌
頂
で
使
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
「
吉
慶
漢
語
」
と
い
う
、
多
く
は
伝
法
灌
頂
や
落
慶
法
要
な
ど
の
重
要
な
法
要
で
使
用
さ
れ
る
仏
讃
が
読
ま
れ
る
の
も
、
神
道
灌
頂
の
た
め
に
次
第
が
追
加
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
金
剛
三
昧
院
に
は
、
三
輪
流
を
始
め
と
す
る
神
道
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
近
世
に
お
い
て
も
三
輪
流
神
道
が
展
開
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る26
）
。
高
野
山
の
『
神
祇
講
式
』
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
「
神
祇
講
」
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
担
い
手
に
つ
い
て
も
課
題
が
残
る
。
本
稿
は
、『
神
祇
講
式
』
の
広
が
り
を
論
ず
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
具
体
的
な
組
織
や
担
い
手
に
つ
い
て
は
課
題
を
越
え
る
た
め
、
こ
れ
以
上
言
及
を
避
け
る
が
、
膨
大
に
残
る
『
神
祇
講
式
』
を
始
め
と
す
る
講
式
と
、
中
世
高
野
山
の
組
織
や
儀
礼
な
ど
、
よ
り
多
角
的
な
一
一
八
ア
プ
ロ
ー
チ
が
今
後
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
高
野
山
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
と
「
神
祇
講
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
次
節
か
ら
は
、
儀
礼
と
の
関
わ
り
で
『
神
祇
講
式
』
が
如
何
に
受
容
さ
れ
て
行
っ
た
の
か
、
そ
の
地
域
的
展
開
を
見
て
ゆ
こ
う
。
二
、
修
験
道
の
神
祭
と
『
神
祇
講
式
』
か
つ
て
萩
原
龍
夫
が
発
見
し
た
、
カ
タ
カ
ナ
書
き
の
『
神
祇
講
式
』
が
あ
る27
）
。
こ
れ
は
一
部
の
伽
陀
を
除
き
、
式
文
と
伽
陀
が
カ
タ
カ
ナ
書
き
に
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
読
み
上
げ
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
萩
原
が
翻
刻
し
た
カ
タ
カ
ナ
本
の
奥
書
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
天
正
拾
八
年
カ
ノ
エ
ト
ラ
四
月
三
日
カ
モ
ノ
助
三
十
九
ノ
ト
シ
サ
ル
ワ
カ
に
ユ
ツ
ル
こ
こ
か
ら
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
、「
カ
モ
ノ
助
」
が
「
サ
ル
ワ
カ
」
に
譲
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
カ
モ
ノ
助
」
「
サ
ル
ワ
カ
」
が
何
者
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
萩
原
が
発
見
し
た
の
は
、
静
岡
県
日
向
の
福
田
寺
観
音
堂
七
草
祭
り
調
査
の
時
で
あ
り
、
禰
宜
の
内
野
連
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
分
か
る
こ
と
は
、
天
正
一
八
年
段
階
に
お
い
て
、『
神
祇
講
式
』
は
「
カ
モ
ノ
助
」「
サ
ル
ワ
カ
」
と
い
っ
た
人
々
に
、
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
伝
来
す
る
ほ
ど
流
布
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
野
山
で
『
神
祇
講
式
』
が
、
恐
ら
く
「
神
祇
講
」
の
実
修
と
と
も
に
展
開
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
本
は
、
式
文
と
伽
陀
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
講
式
の
式
次
第
と
し
て
の
性
格
が
薄
れ
て
い
る
。
読
み
上
げ
る
こ
と
一
一
九
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
に
意
味
が
あ
る
テ
キ
ス
ト
へ
と
作
り
変
え
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
こ
れ
を
形
骸
化
と
言
い
切
れ
ま
い
。
こ
う
し
た
『
神
祇
講
式
』
が
、
ど
の
様
な
場
で
読
ま
れ
た
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
手
が
か
り
は
、
修
験
道
の
神
祭
次
第
書
に
確
認
で
き
る
。
当
山
派
修
験
道
の
神
祭
次
第
書
に
『
修
験
道
諸
神
勧
請
通
用
』（
元
禄
四
年
一
六
九
一
）
が
あ
る
。
か
つ
て
宮
家
準
が
修
験
道
の
祭
祀
構
造
と
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
明
ら
か
に
し
た
際
、
注
目
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト28
）
で
あ
る
が
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、『
神
祇
講
式
』
が
具
体
的
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
修
験
道
諸
神
勧
請
通
用
』
は
、「
正
体
」（＝
御
神
体
）
を
中
心
に
、「
宝
鉾
」「
宝
鏡
」「
御
供
」「
神
酒
」「
神
花
」「
御
経
」「
香
炉
」「
御
明
」「
散
米
」「
備
餅
」
を
神
前
に
供
え
、
そ
れ
ぞ
れ
を
意
味
づ
け
る
、
真
言
を
唱
え
、
和
歌
を
読
誦
す
る
。
そ
の
上
で
「
表
白
」
に
入
り
、「
郷
内
氏
子
の
滅
罪
生
善
息
災
延
命
祈
願
成
就
決
定
円
満
」
を
祈
願
し
、「
神
前
読
経
ノ
法
楽
」
が
行
わ
れ
る
。
『
神
祇
講
式
』
は
、
こ
の
時
読
誦
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
引
用
す
る
と
、
神
前
読
経
ノ
法
楽
錫
杖
一
巻
心
経
三
巻
普
門
品
一
巻
神
祇
講
式
一
巻
諸
真
言
と
な
っ
て
お
り
、『
神
祇
講
式
』
は
こ
れ
ら
の
経
典
類
と
共
に
、「
神
前
読
経
法
楽
」
の
場
で
読
誦
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
最
初
の
「
錫
杖
一
巻
」
は
、『
錫
杖
経
』
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
『
般
若
心
経
』、『
法
華
経
』
普
門
品
、『
神
祇
講
式
』
が
読
ま
れ
、
何
か
の
真
言
が
唱
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
『
修
験
道
諸
神
勧
請
通
用
』
は
、「
礼
神
」
の
際
に
、「
我
此
道
場
如
帝
珠
・
十
方
諸
神
影
現
中
・
我
身
影
現
神
祇
前
・
頭
面
摂
足
帰
命
礼
」
と
い
う
、『
神
祇
講
式
』
の
惣
礼
伽
陀
が
読
ま
れ
、
最
後
の
「
礼
拝
」
に
お
い
て
も
、「
本
体
盧
遮
那
・
久
遠
成
正
覚
・
為
度
衆
生
故
・
示
現
大
明
神
」
の
が
唱
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
『
神
祇
講
式
』
第
一
段
の
伽
陀
で
あ
る
。
修
験
道
の
側
に
一
二
〇
『
神
祇
講
式
』
が
取
り
込
ま
れ
、
神
祭
の
次
第
が
作
成
さ
れ
た
際
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
取
り
上
げ
た
神
祭
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
読
誦
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
す
で
に
、「
講
経
法
会
の
式
次
第
」
と
い
う
、
講
式
の
性
格
は
薄
く
な
り
、
神
前
法
楽
を
支
え
る
テ
キ
ス
ト
へ
と
変
貌
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。『
神
祇
講
式
』
が
、
『
錫
状
経
』
や
『
般
若
心
経
』、『
法
華
経
』
普
門
品
と
共
に
読
誦
さ
れ
る
こ
と
で
、
修
験
道
の
神
祭
儀
礼
は
効
果
を
発
揮
す
る
と
い
え
よ
う
。
最
初
に
紹
介
し
た
カ
タ
カ
ナ
本
『
神
祇
講
式
』
も
、
祭
儀
の
場
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
め
に
、
全
文
カ
タ
カ
ナ
に
直
し
た
も
の
が
戦
国
期
の
村
落
で
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
出
来
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
修
験
道
諸
神
勧
請
通
用
』
に
お
い
て
、「
郷
内
氏
子
の
滅
罪
生
善
息
災
延
命
祈
願
成
就
決
定
円
満
」
を
祈
願
し
、
金
剛
輪
印
を
結
び
唱
え
る
に
「
南
無
帰
命
・
頂
礼
当
社
・
明
神
権
現
・
本
地
垂
迹
・
和
光
同
塵
・
氏
子
守
護
・
息
災
延
命
・
七
難
即
滅
・
七
福
即
生
・
当
郷
繁
昌
・
哀
愍
納
受
・
心
中
諸
願
・
決
定
円
満
・
及
以
法
界
・
平
等
利
益
」
と
あ
る
た
め
、
郷
村
社
会
に
お
け
る
神
祭
祀
が
そ
の
基
盤
に
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
カ
タ
カ
ナ
本
も
『
修
験
道
諸
神
勧
請
通
用
』
の
よ
う
な
神
祭
祀
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
『
神
祇
講
式
』
が
読
ま
れ
た
と
き
、
『
神
祇
講
式
』
の
神
は
「
当
郷
」「
氏
子
」
を
守
護
す
る
村
落
の
神
へ
と
変
貌
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
、『
神
祇
講
式
』
は
修
験
者
を
媒
介
に
し
て
郷
村
社
会
で
受
容
さ
れ
、「
氏
子
守
護
」「
郷
村
繁
昌
」
を
祈
願
す
る
た
め
の
、
神
前
法
楽
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
た
。
だ
が
『
神
祇
講
式
』
の
展
開
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
「
和
光
同
塵
」「
本
地
垂
迹
」
と
い
う
中
世
以
来
の
神
祇
信
仰
を
含
む
『
神
祇
講
式
』
は
、
村
落
社
会
で
は
次
な
る
展
開
を
見
せ
て
い
た
。
神
楽
の
祭
文
と
し
て
の
『
神
祇
講
式
』
で
あ
る
。
三
、
奥
三
河
の
『
神
祇
講
式
』
中
世
末
期
に
ま
で
遡
る
奥
三
河
の
大
神
楽
は
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
花
祭
の
「
源
流
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
期
の
記
録
一
二
一
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
を
確
認
す
る
と
、
奥
三
河
の
大
神
楽
で
『
神
祇
講
式
』
が
読
ま
れ
て
い
た
次
第
が
、
早
川
孝
太
郎
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
て
い
る29
）
。
先
護
身
法
九
字
十
字
、
次
三
礼
色
作
法
、
次
作
法
ヲ
ワ
ツ
テ
、
次
仏
現
之
法
大
事
、
次
神
楽
之
法
、
次
願
上
ヲ
ワ
ツ
テ
エ
カ
ウ
神
祇
講
式
エ
カ
ウ
旦
誦
ス
ヘ
シ
、
次
当
所
神
祇
一
切
諸
仏
諸
神
上
申
奉
右
年
入
禱
念
心
ノ
マ
ヽ
ヨ
ク
〳
〵
申
入
也
こ
れ
は
、
大
神
楽
に
お
け
る
「
大
き
や
う
じ
願
じ
や
う
」（
大
行
事
勧
請
）
と
い
う
儀
礼
の
作
法
で
あ
る
。「
大
き
や
う
じ
願
じ
や
う
」
は
、
同
じ
く
早
川
が
採
集
し
た
『
神
楽
手
引
順
達
之
次
第
』（
一
八
七
二
）
に
よ
る
と
、「
帯
、
鏡
、
扇
子
、
ぜ
ん
の
綱
と
右
四
品
に
て
拵
舞
戸
で
勧
請
す
る
也
」
と
し
て
お
り
、
次
に
「
白
山
作
る
事
」
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
「
白
山
」
と
は
、
大
神
楽
に
お
け
る
最
重
要
の
儀
礼
で
、「
生
ま
れ
清
ま
り
」
と
い
う
浄
土
結
縁
の
通
過
儀
礼
を
行
う
装
置
で
あ
る
。
奥
三
河
で
は
、
こ
の
「
白
山
入
り
」
に
お
い
て
、「
生
ま
れ
子
」「
清
ま
り
」「
浄
土
入
り
」
と
い
う
「
三
度
の
大
願
」
を
果
た
す
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
の
詳
し
い
作
法
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
が
、
早
川
が
採
集
し
た
伝
承
で
は
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
『
神
祇
講
式
』
の
「
エ
カ
ウ
旦
」
つ
ま
り
「
廻
向
段
」
を
読
誦
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
大
き
や
う
じ
願
じ
や
う
」
は
、
最
初
期
の
記
録
で
あ
る
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
の
『
御
神
楽
日
記
』
に
見
え
て
お
り
、
以
降
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
『
神
楽
事
』
に
も
「
大
き
や
う
じ
の
く
は
ん
じ
や
う
」、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
『
神
楽
事
』
に
も
「
大
京
じ
の
く
わ
ん
し
ょ
う
」、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）『
神
楽
役
割
帳
』
に
も
「
大
行
事
勧
請
の
事
」
が
あ
る
。
必
ず
行
わ
れ
て
い
た
最
重
要
の
儀
礼
で
あ
る
と
言
え
よ
う30
）
。
さ
て
、
興
味
深
い
こ
と
は
、『
神
祇
講
式
』
の
「
エ
カ
ウ
旦
」（
廻
向
段
）
を
読
誦
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
前
半
の
啓
白
文
か
ら
第
二
段
ま
で
は
読
ま
ず
、
第
三
段
だ
け
限
定
し
て
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
大
神
楽
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
は
、「
白
山
入
り
」
を
行
う
祭
儀
形
成
の
た
め
、
実
修
者
に
よ
っ
て
こ
の
第
三
段
が
選
び
取
ら
れ
て
読
誦
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
一
二
二
奥
三
河
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
は
、
実
は
大
神
楽
だ
け
で
な
く
、
花
祭
に
お
い
て
も
読
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
、
護
身
法
九
字
常
の
如
し
。
ア
タ
ゴ
六
印
法
。
デ
ン
ギ
ャ
ウ
シ
ャ
ウ
法
各
行
。
大
日
大
聖
不
動
明
王
法
。
一
、
次
ニ
払
心
経
、
観
音
経
。
ヂ
ン
ミ
ヤ
ウ
チ
ヤ
ウ
、
ヂ
ン
ギ
コ
ウ
シ
キ
、
コ
マ
ノ
ヒ
ヤ
ウ
、
サ
ン
チ
ウ
バ
ン
ヂ
ン
、
ク
ワ
ヂ
ン
キ
ヤ
ウ
、
諸
祭
文
諸
キ
ヤ
ウ
真
言
一
切
の
咒
、
各
々
観
上
ス
ベ
シ
。
一
、
次
に
五
方
念
じ
、
天
の
廿
八
宿
、
地
の
卅
六
き
ん
、
日
本
大
小
神
祇
、
当
所
の
神
社
、
三
宝
荒
荒
神
、
大
土
公
神
、
面
形
龍
王
、
観
念
仕
る
。
こ
れ
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
書
か
れ
た
設
楽
の
花
祭
に
お
け
る
、「
天
の
祭
り
」
の
次
第
で
あ
る
。
こ
こ
に
カ
タ
カ
ナ
で
「
ヂ
ン
ギ
コ
ウ
シ
キ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
払
心
経
、
観
音
経
、
神
名
帳
ら
と
と
も
に
、『
神
祇
講
式
』
が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
花
宿
の
天
井
裏
で
、
花
太
夫
に
よ
っ
て
厳
粛
に
行
わ
れ
る
「
天
の
祭
り
」
に
お
い
て
も
、『
神
祇
講
式
』
は
重
要
な
テ
キ
ス
ト
へ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
奥
三
河
地
方
に
『
神
祇
講
式
』
は
伝
来
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
二
点
確
認
出
来
て
い
る
。
一
つ
は
尾
林
克
時
家
所
蔵
の
『
神
祇
講
式
』
で
、
武
井
正
弘
に
よ
っ
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る31
）
。
こ
れ
は
、『
修
験
常
用
集
』
に
収
め
ら
れ
る
当
山
派
修
験
道
の
『
神
祇
講
式
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
武
井
に
よ
れ
ば
、
尾
林
家
は
金
峯
山
の
大
先
達
吉
野
桜
本
坊
に
属
す
る
修
験
の
家
で
あ
り
、
武
井
も
述
べ
る
よ
う
に
、
吉
野
か
ら
伝
来
し
た
と
い
え
よ
う
。
も
う
一
点
は
、
花
祭
会
館
所
蔵
の
『
神
祇
講
式
如
常
法
用
』（
折
本
・
大
入
古
文
書
一
四
）
で
あ
る
。
花
祭
会
館
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
の
原
本
を
、
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
正
月
に
写
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
に
は
、
奥
三
河
地
方
に
『
神
祇
講
式
』
が
伝
来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
大
神
楽
や
花
祭
で
使
用
さ
れ
て
い
一
二
三
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
た
の
で
あ
ろ
う
。
神
楽
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
は
、
奥
三
河
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
最
後
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
九
州
へ
向
け
、
薩
摩
の
「
神
舞
」
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
四
、
薩
摩
の
神
舞
と
『
神
祇
講
式
』
今
は
多
く
が
衰
退
し
て
い
る
が
、
南
九
州
の
薩
摩
に
は
、「
神
舞
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
神
楽
芸
能
が
展
開
し
て
い
る
。「
祓
川
神
舞
」「
入
来
神
舞
」「
蓬
原
神
舞
」「
湯
之
尾
神
舞
」
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
薩
摩
川
内
市
祁
答
院
町
藺
牟
田
で
行
わ
れ
て
い
た
「
藺
牟
田
神
舞
」
は
、
修
験
道
や
中
世
神
道
の
要
素
を
残
す
独
特
の
神
舞
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る32
）
。
藺
牟
田
の
日
枝
神
社
で
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
税
所
家
旧
蔵
『
神
舞
一
庭
之
事
』
と
い
う
次
第
と
祭
文
・
聖
教
類
を
集
め
た
文
書
群
に
は
、
な
ん
と
『
神
祇
講
式
』
が
全
文
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、『
神
舞
一
庭
之
事
』
を
写
し
た
三
峰
悦
に
よ
る
序
文
に
も
、其
ノ
中
間
ニ
至
リ
テ
解
脱
上
人
ノ
佳
作
ア
リ
、
之
ヲ
吟
閲
ス
レ
バ
、
文
約
ニ
シ
テ
義
豊
ニ
、
辞
顕
ニ
シ
テ
理
奥
シ
、
野
菊
金
ヲ
含
ミ
、
山
川
玉
ヲ
咄
ム
ガ
ゴ
ト
ク
、
実
ニ
甚
深
、
不
可
思
議
ノ
神
徳
ヲ
為
ス
ナ
リ
。
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
「
解
脱
上
人
ノ
佳
作
」
が
『
神
祇
講
式
』
を
指
す
事
は
、『
神
舞
一
庭
之
事
』
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
が
、
最
後
に
「
解
脱
上
人
ノ
御
作
也
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
大
和
国
で
展
開
し
た
解
脱
上
人
説
が
、
遠
く
薩
摩
に
お
い
て
も
権
威
を
持
っ
て
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
『
神
祇
講
式
』
は
、
藺
牟
田
神
舞
の
「
利
の
法
者
、
利
の
小
神
子
」
で
読
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。
内
容
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
一
二
四
が
岩
戸
に
籠
っ
た
こ
と
で
「
一
天
世
界
暗
闇
と
成
り
、
日
月
の
光
も
失
ひ
山
草
万
木
も
生
定
を
え
か
た
し
、
人
間
も
忽
ち
に
常
闇
と
成
」
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
庭
に
火
を
焚
い
て
神
楽
を
奏
す
こ
と
に
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
『
記
』『
紀
』
と
異
な
る
中
世
的
な
岩
戸
神
話
が
語
ら
れ
る
が
、
神
々
が
歌
を
詠
み
、
舞
を
舞
っ
て
も
「
神
冥
」（
こ
こ
で
は
天
照
大
神
）
が
現
れ
な
い
。
そ
こ
で
「
神
祇
講
式
を
招
し
祈
ら
ん
と
存
し
候
」
と
言
い
、『
神
祇
講
式
』
が
読
誦
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
藺
牟
田
神
舞
で
は
、
岩
戸
開
き
の
た
め
に
『
神
祇
講
式
』
が
読
ま
れ
る
ら
し
い
。
こ
れ
以
降
、
次
の
「
重
山
之
舞
」
で
蔵
王
権
現
、
六
観
音
な
ど
が
登
場
し
、「
陰
陽
之
舞
」、「
龍
蔵
之
舞
」、「
手
力
男
之
舞
」
へ
と
続
き
、
最
後
に
天
照
大
神
が
岩
戸
か
ら
出
て
来
る
。
か
く
し
て
世
界
は
明
り
を
取
り
戻
す
と
い
う
。
以
上
の
神
舞
の
場
に
お
い
て
、『
神
祇
講
式
』
が
読
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
藺
牟
田
神
舞
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
の
存
在
は
、「
利
の
法
者
、
利
の
小
神
子
」
だ
け
で
な
く
、
神
舞
の
冒
頭
で
行
わ
れ
る
「
門
取
」
に
お
い
て
も
登
場
す
る
。
こ
れ
は
「
内
の
怜
人
」
と
「
外
の
怜
人
」
の
問
答
が
続
く
も
の
で
、
展
開
の
な
か
で
「
山
」
に
つ
い
て
の
問
答
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
「
奥
山
」「
中
山
」「
山
口
山
」
へ
「
治
め
」
る
問
答
が
あ
る33
）
。
少
し
長
い
が
引
用
し
よ
う
。
内
の
怜
人
扨
、
奥
山
は
何
を
も
っ
て
治
め
静
め
て
是
ま
で
御
出
候
か
外
の
怜
人
扨
、
奥
山
は
神
代
の
巻
一
通
を
以
て
、
お
さ
め
静
め
て
是
ま
で
参
り
候
内
の
怜
人
扨
、
中
山
は
何
を
も
っ
て
治
め
静
め
て
是
ま
で
御
出
候
か
外
の
怜
人
扨
、
中
山
は
神
祇
講
式
を
以
て
お
さ
め
静
め
て
是
ま
で
参
り
候
一
二
五
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
内
の
怜
人
扨
、
山
口
山
は
何
を
も
っ
て
治
め
静
め
て
是
ま
で
御
出
候
か
外
の
怜
人
扨
、
山
口
山
は
大
中
臣
の
、
祓
一
千
座
を
以
て
お
さ
め
静
め
て
是
ま
で
参
り
候
山
を
「
治
め
静
め
」
る
た
め
、
問
答
で
は
奥
山
╱
中
山
╱
山
口
山
に
対
応
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
神
代
の
巻
一
通
╱
神
祇
講
式
╱
大
中
臣
の
、
祓
一
千
座
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
。「
神
代
の
巻
」
は
日
本
紀
神
代
巻
で
あ
り
、「
大
中
臣
の
、
祓
一
千
座
」
は
、
恐
ら
く
中
臣
祓
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
が
、
藺
牟
田
と
隣
接
す
る
入
来
神
舞
の
祭
文
に
も
見
ら
れ
る
。
渡
辺
伸
夫
が
紹
介
し
た
「
門
問
之
次
第34
）
」
に
拠
れ
ば
、
（
異
筆
）
氏
扨
奥
山
候
ハ
ナ
ニ
ヲ
以
納
テ
シ
ヅ
メ
テ
御
通
候
カ
山
奥
山
候
ハ
日
本
記
ニ
神
代
之
巻
ヲ
相
添
納
テ
是
迄
参
候
（
異
筆
）
氏
扨
中
山
候
ハ
ナ
ニ
ヲ
以
納
テ
シ
ヅ
メ
テ
御
通
候
カ
山
中
山
候
ハ
神
祇
講
四
段
式
ヲ
以
納
テ
シ
ツ
メ
テ
是
マ
テ
参
候
（
異
筆
）
氏
扨
山
口
候
ハ
ナ
ニ
ヲ
以
納
テ
シ
ヅ
メ
テ
御
通
候
カ
山
山
口
候
ハ
六
根
清
浄
祓
ニ
三
種
之
大
祓
相
添
是
マ
テ
参
候
と
な
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
藺
牟
田
神
舞
の
「
門
取
」
と
入
来
神
舞
の
「
門
問
」
が
共
通
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
田
親
虎
に
よ
一
二
六
っ
て
指
摘35
）
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
入
来
神
舞
は
藺
牟
田
神
舞
と
共
通
性
が
見
え
、
お
互
い
影
響
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
様
に
、
薩
摩
の
特
に
入
来
や
藺
牟
田
周
辺
の
神
舞
で
は
、『
神
祇
講
式
』
が
確
か
に
受
容
さ
れ
、
神
舞
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。
で
は
、
薩
摩
に
『
神
祇
講
式
』
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
、
他
に
確
認
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
島
津
家
文
書
に
『
神
祇
講
式
』
が
確
認
出
来
た
の
で
あ
る
。
島
津
家
文
書
は
現
在
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
へ
寄
託
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
一
群
に
、
軍
術
書
関
係
の
資
料
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
祭
文
や
次
第
書
な
ど
が
あ
り
、
多
く
が
修
験
道
に
関
わ
る
も
の
と
言
え
る
。
永
松
敦
は
、
こ
れ
ら
島
津
家
文
書
の
修
験
道
資
料
に
注
目
し
、
調
査
し
た
結
果
、
戦
国
期
の
島
津
家
が
修
験
者
を
抱
え
て
お
り
、
内
政
や
合
戦
の
決
定
も
、
修
験
者
の
祈
禱
や
「
籤
」
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る36
）
。
し
た
が
っ
て
島
津
家
文
書
に
お
け
る
修
験
道
資
料
は
、
多
く
が
島
津
氏
の
軍
事
・
政
治
関
係
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
『
神
祇
講
式
』
が
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
島
津
家
文
書
の
「
島
津
伝
来
軍
術
書
」
に
収
録
さ
れ
る
「
神
祇
講
式
」
は
、
惣
礼
伽
陀
と
第
三
段
の
み
が
抜
き
出
さ
れ
、
前
半
は
五
帝
龍
王
と
十
二
月
将
を
勧
請
す
る
、「
五
郎
王
子
」
系
祭
文
と
関
連
が
窺
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
「
軍
神
勧
請
」
の
際
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
多
く
の
神
が
登
場
す
る
点
が
重
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
永
松
は
島
津
氏
と
修
験
道
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
際
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
七
三
）
以
降
に
「
軍
神
」
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
来
た
「
玉
女
」
が
、『
猟
祭
作
法
』
な
ど
で
は
「
狩
猟
の
神
」
へ
と
変
貌
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
島
津
家
は
、
修
験
者
を
軍
術
か
ら
狩
猟
へ
と
性
格
変
え
を
行
う
こ
と
で
宗
教
者
と
し
て
存
続
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
修
験
系
や
神
道
系
の
神
舞
が
近
世
薩
摩
で
形
成
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
薩
摩
藩
の
宗
教
政
策
と
不
可
分
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
宗
教
者
の
社
会
的
立
場
が
変
化
し
た
時
、
テ
キ
ス
ト
の
読
ま
れ
方
も
変
わ
る
。『
神
祇
講
式
』
が
在
地
信
仰
に
根
ざ
し
た
神
楽
テ
キ
ス
ト
へ
と
変
貌
し
た
の
も
、
分
け
て
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
二
七
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
以
上
の
問
題
は
、「
薩
摩
藩
」
の
宗
教
政
策
と
関
連
さ
せ
て
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
制
度
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
枠
組
み
で
閉
じ
て
は
い
け
な
い
。
如
上
の
問
題
と
関
わ
り
な
が
ら
、『
神
祇
講
式
』
を
受
容
し
た
人
々
は
、
い
か
に
し
て
新
た
な
信
仰
を
創
造
し
て
行
っ
た
の
か
、
そ
の
宗
教
実
践
こ
そ
を
問
い
続
け
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
に
つ
い
て
、
新
た
な
テ
キ
ス
ト
の
創
造
と
い
う
実
践
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
文
永
・
弘
安
期
に
は
成
立
し
た
『
神
祇
講
式
』
は
、
時
代
を
経
る
ご
と
に
解
脱
上
人
信
仰
や
太
子
信
仰
を
始
め
、
熱
田
宮
や
岩
木
山
、
高
野
山
な
ど
在
地
信
仰
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
、
や
が
て
修
験
者
を
媒
介
に
神
楽
や
神
舞
の
テ
キ
ス
ト
へ
と
変
貌
を
遂
げ
な
が
ら
流
布
し
、
展
開
を
見
せ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
章
の
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
神
祇
」「
慈
悲
万
行
」
と
い
う
普
遍
性
と
、「
随
所
」
変
更
出
来
る
可
変
性
と
い
う
、
二
つ
の
強
力
な
論
理
に
よ
り
『
神
祇
講
式
』
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
『
神
祇
講
式
』
の
受
容
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
こ
れ
ら
膨
大
な
諸
写
本
を
、「
異
本
」「
写
本
」
と
い
う
書
誌
的
問
題
で
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
太
子
伝
や
日
本
紀
注
釈
、
熱
田
宮
、
岩
木
山
に
お
け
る
信
仰
の
担
い
手
に
よ
っ
て
『
神
祇
講
式
』
が
導
入
さ
れ
、
新
し
い
信
仰
が
創
造
さ
れ
た
こ
と
を
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
地
域
社
会
に
お
け
る
『
神
祇
講
式
』
受
容
は
、
在
地
の
担
い
手
に
よ
る
、
新
た
な
信
仰
獲
得
の
た
め
の
宗
教
実
践
と
し
て
、
そ
の
「
宗
教
性
」
を
捉
え
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
れ
ら
個
別
の
要
因
と
流
布
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
今
後
稿
を
改
め
て
深
く
掘
り
下
げ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
北
は
津
軽
、
南
は
薩
摩
に
至
る
ま
で
、
列
島
各
地
に
展
開
し
た
『
神
祇
講
式
』
に
お
け
る
宗
教
文
化
史
上
の
意
義
は
、
そ
の
展
開
の
な
か
で
更
に
考
究
す
べ
き
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
成
果
は
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
き
く
は
「
中
世
神
道
」「
中
世
神
仏
信
仰
」
と
「
修
験
道
」
の
関
連
に
つ
い
て
再
考
す
る
必
要
を
求
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
世
神
道
説
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
『
神
祇
講
式
』
は
、
両
部
神
道
と
い
っ
た
枠
組
み
を
越
え
一
二
八
て
広
く
流
布
し
、
在
地
信
仰
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。『
神
祇
講
式
』
を
地
域
社
会
に
も
た
ら
し
た
担
い
手
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
だ
が
、
修
験
者
や
聖
な
ど
、
列
島
を
漂
泊
・
遊
行
し
、
横
断
す
る
宗
教
者
の
存
在
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
問
い
直
す
必
要
が
こ
こ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
近
世
以
降
、
地
域
に
展
開
を
見
せ
た
神
楽
な
ど
の
宗
教
芸
能
を
、
こ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
来
た
中
世
と
信
仰
史
上
の
連
続
性
を
捉
え
な
お
す
必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
信
仰
や
芸
能
を
め
ぐ
る
近
代
以
降
の
枠
組
み
を
越
境
で
き
る
問
題
を
、
こ
こ
か
ら
開
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
絶
え
ず
変
貌
し
て
は
創
造
し
続
け
る
『
神
祇
講
式
』
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
。
近
代
的
な
学
問
領
域
を
越
境
せ
ね
ば
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
。
﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
平
成
二
七
年
度
鷹
陵
史
学
会
大
会
（
十
月
三
日
）、
京
都
民
俗
学
会
第
二
八
六
回
談
話
会
（
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
三
月
二
〇
日
於
、
京
都
市
職
員
会
館
か
も
が
わ
）、
国
際
大
学
院
生
発
表
会
「
東
ア
ジ
ア
宗
教
の
交
流
と
変
遷
」（
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
六
月
一
九
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
、
ま
た
資
料
の
閲
覧
、
複
写
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
【
引
用
原
典
】
『
神
祇
講
式
』
『
神
道
大
系
・
真
言
神
道
・
下
』
一
九
九
二
）
『
聖
徳
太
子
伝
記
』（『
聖
徳
太
子
全
集
』
第
二
巻
、
一
九
三
四
）
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』（
神
道
資
料
叢
刊
10
、
二
〇
〇
四
）
『
熱
田
講
式
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中
世
日
本
紀
集
』
一
九
九
九
）
『
十
坊
縁
起
』（『
神
道
大
系
「
陸
奥
」
下
』
一
九
八
四
）
『
密
宗
諸
法
会
儀
則
』（
稲
谷
祐
宣
編
『
真
言
宗
諸
法
会
儀
則
集
成
』
常
楽
寺
文
庫
・
四
、
一
九
七
五
）
『
神
祇
講
法
則
』（『
大
神
神
社
史
料
』
第
六
巻
・
三
輪
流
神
道
篇
坤
、
一
二
九
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
一
九
七
九
）
『
修
験
道
諸
神
勧
請
通
用
』（
増
補
改
訂
『
日
本
大
蔵
経
』
第
九
二
巻
・
修
験
道
章
疏
一
、
一
九
七
六
）
『
北
設
楽
郡
史
』（
民
俗
資
料
編
、
一
九
六
七
）
『
神
舞
一
庭
之
事
』（
所
崎
平
・
牧
山
望
編
『
藺
牟
田
神
舞
』
一
九
七
六
）
註１
）
講
式
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
理
解
は
、
山
田
昭
全
「
講
式
と
は
何
か
」（『
大
法
輪
』
第
五
〇
巻
一
二
号
、
第
五
一
巻
一
号
、
二
号
、
一
九
八
三
・
一
二
〜
一
九
八
四
・
一
、
二
）
↓
『
講
会
の
文
学
』
山
田
昭
全
著
作
集
第
一
巻
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
二
）
所
収
、
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
「
講
式
と
は
何
か
」（
二
松
学
舎
大
学
『
声
明
資
料
集
』
日
本
漢
文
資
料
・
楽
書
篇
二
〇
〇
六
）
を
参
照
。
ま
た
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
の
奈
良
国
立
博
物
館
の
展
示
図
録
『
講
式
｜
ほ
と
け
へ
の
讃
嘆
｜
』
の
西
山
厚
の
解
説
「
講
式
に
つ
い
て
」
も
講
式
の
基
礎
的
理
解
に
つ
い
て
有
益
で
あ
る
。
２
）
文
学
に
お
け
る
講
式
研
究
の
代
表
的
成
果
と
し
て
、
筑
土
鈴
寛
「
講
式
の
歴
史
的
考
察
」（『
現
代
仏
教
』
第
二
七
号
、
一
九
二
六
）
↓
『
宗
教
芸
文
の
研
究
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
八
）
及
び
、『
中
世
宗
教
文
芸
の
研
究
１
』
筑
土
鈴
寛
著
作
集
第
三
巻
（
せ
り
か
書
房
、
一
九
七
六
）
所
収
。
山
田
昭
全
「
講
式
と
中
世
文
学
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
一
巻
六
号
、
一
九
八
六
）
↓
『
講
会
の
文
学
』
山
田
昭
全
著
作
集
第
一
巻
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
二
）
所
収
、
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
「
中
世
文
学
に
お
け
る
講
式
の
意
義
」（『
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
』
第
一
七
回
、
一
九
九
三
）、「
貞
慶
三
段
『
春
日
権
現
講
式
』
諸
本
系
統
に
お
け
る
用
明
文
庫
本
の
位
置
」（『
梁
塵
』
第
一
九
号
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
３
）
舩
田
淳
一
『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
一
）。
舩
田
は
本
書
に
お
い
て
、
貞
慶
作
『
春
日
権
現
講
式
』、
同
『
舎
利
講
式
』、
頼
助
作
『
八
幡
講
秘
式
』、
久
我
長
通
作
『
八
幡
講
式
』
の
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
舩
田
の
成
果
は
、
講
式
を
中
世
宗
教
思
想
史
の
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
り
、
本
稿
も
舩
田
の
研
究
に
多
く
示
唆
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、
舩
田
が
言
う
儀
礼
テ
キ
ス
ト
と
は
、
本
書
の
序
章
「
中
世
儀
礼
研
究
の
射
程
｜
神
仏
を
め
ぐ
る
思
想
と
表
現
｜
」
二
六
〜
二
七
頁
に
お
い
て
示
さ
れ
る
方
法
で
、「
中
世
の
神
仏
を
め
ぐ
る
実
践
的
な
思
考
と
表
現
の
形
」
と
し
、「
儀
礼
か
ら
分
離
さ
れ
た
フ
ラ
ッ
ト
な
「
資
料
」「
文
献
」
と
し
て
単
純
に
客
観
化
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
認
識
を
根
幹
に
持
つ
」
立
場
か
ら
、「
中
世
と
い
う
時
代
の
宗
教
的
観
念
や
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
刷
新
し
た
り
、
新
た
に
生
成
し
て
ゆ
く
駆
動
力
で
も
あ
り
得
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
」、「
そ
う
し
た
可
能
性
に
満
ち
た
叙
述
宗
教
言
説
と
し
て
読
み
解
い
て
ゆ
く
」
た
め
の
「
方
法
的
布
置
」
で
あ
る
（
本
書
二
六
〜
二
七
の
記
述
を
も
と
に
、
論
者
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
）。
極
め
て
示
唆
的
な
方
法
で
あ
り
、
講
式
を
始
め
と
す
る
中
世
の
儀
礼
資
料
は
、
舩
田
が
提
示
し
た
儀
礼
テ
キ
ス
ト
の
射
程
か
ら
読
み
直
す
こ
と
で
、
あ
ら
た
な
「
中
世
」
像
が
描
け
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
舩
田
は
本
書
「
結
語
」
に
お
い
て
構
造
論
的
儀
礼
分
析
を
批
判
し
て
お
り
、
学
ぶ
点
が
多
い
が
、
桜
井
好
朗
を
註
に
引
き
つ
つ
舩
田
が
目
一
三
〇
指
し
た
「
宗
教
儀
礼
の
側
か
ら
見
え
て
く
る
中
世
と
い
う
問
題
、
儀
礼
を
起
点
と
し
て
歴
史
を
照
射
す
る
こ
と
」（
四
八
七
頁
）
は
ま
さ
に
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
中
世
や
歴
史
概
念
の
再
検
討
を
含
め
、
い
か
に
宗
教
儀
礼
の
変
貌
か
ら
歴
史
を
叙
述
す
る
の
か
と
い
う
、
歴
史
叙
述
の
方
法
論
構
築
の
議
論
が
必
要
に
な
る
。
本
稿
は
舩
田
の
儀
礼
研
究
を
受
け
、
そ
の
実
践
を
模
索
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
中
世
の
宗
教
儀
礼
を
実
践
論
的
視
座
か
ら
捉
え
な
お
し
た
成
果
と
し
て
、
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
＋
松
本
郁
代
編
『
儀
礼
の
力
｜
中
世
宗
教
の
実
践
世
界
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
〇
）
を
あ
げ
た
い
。
４
）
『
兵
範
記
』
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
十
一
月
十
五
日
条
、
同
年
七
月
十
五
日
条
、
十
月
十
五
日
条
、
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
六
月
十
五
日
条
に
お
い
て
、「
御
堂
」
で
「
阿
弥
陀
講
」
が
修
さ
れ
た
記
載
が
あ
り
、
仁
平
三
年
の
記
録
で
は
、「
式
文
等
」
に
割
注
で
「
永
観
律
師
筆
式
也
」
と
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
永
観
作
『
往
生
講
式
』
に
基
づ
く
「
阿
弥
陀
講
」
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
乾
克
己
「
往
生
講
式
研
究
序
説
」（『
和
洋
女
子
大
学
紀
要
文
系
編
』
第
二
八
集
、
一
九
八
八
）
を
参
照
。
５
）
神
々
の
講
式
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
神
道
史
の
側
か
ら
個
別
の
成
果
と
し
て
、
小
島
鉦
作
「
稲
荷
大
明
神
講
式
と
荷
田
講
式
」（『
朱
』
第
二
八
号
、
一
九
八
四
）、
平
泉
洸
「
白
山
講
式
に
つ
い
て
｜
阿
刀
本
と
の
比
較
を
中
心
に
｜
」（『
皇
学
館
論
叢
』
第
二
〇
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
）、
岡
田
莊
司
「『
荷
田
講
式
』
に
み
る
中
世
神
祇
の
諸
相
」
（『
朱
』
第
四
〇
号
、
一
九
九
七
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
比
較
文
学
か
ら
は
、
川
口
久
雄
「
白
山
権
現
講
式
と
白
山
曼
荼
羅
」
（『
日
本
海
域
研
究
所
報
告
』
第
四
号
、
一
九
七
二
）
↓
『
山
岳
ま
ん
だ
ら
の
世
界
』
日
本
列
島
の
原
風
景
１
（
名
著
出
版
、
一
九
八
七
）
所
収
の
成
果
が
あ
る
。
神
仏
習
合
史
研
究
に
お
い
て
も
、
講
式
は
ほ
ぼ
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
が
、
村
山
修
一
『
神
仏
習
合
思
潮
』
サ
ー
ラ
叢
書
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
七
）
は
、
八
「
習
合
文
芸
思
潮
」
に
お
い
て
「
中
世
後
期
の
神
祇
講
式
と
和
讃
」（
一
八
一
〜
一
八
五
頁
）
で
久
我
長
通
作
『
八
幡
講
式
』
と
『
熱
田
講
式
』
を
取
り
上
げ
、
唱
導
と
の
関
係
で
中
世
後
期
の
展
開
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
６
）
前
掲
註
１
）山
田
論
文
。『
著
作
集
』
一
一
三
頁
。
７
）
宮
家
準
「
修
験
道
に
お
け
る
神
祭
の
論
理
」（『
神
道
宗
教
』
四
三
号
、
一
九
六
五
）
↓
『
修
験
道
儀
礼
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
七
一
）
所
収
。
８
）
岡
田
莊
司
「『
神
祇
講
式
』
の
基
礎
的
考
察
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
四
七
輯
、
二
〇
〇
一
）
岡
田
氏
は
醍
醐
寺
三
宝
院
本
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
諸
本
の
書
誌
考
察
を
行
い
、『
神
祇
講
式
』
の
成
立
が
元
久
年
間
（
一
二
四
〇
〜
一
二
〇
六
）
で
あ
る
と
し
た
。
な
お
、
岡
田
氏
が
紹
介
し
た
醍
醐
寺
三
宝
院
本
は
、
論
者
も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
て
確
認
し
た
が
、
一
部
岡
田
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
個
所
を
確
認
し
た
。
あ
ら
た
め
て
醍
醐
寺
三
宝
院
本
の
全
翻
刻
が
求
め
ら
れ
る
。
９
）
佐
藤
眞
人
「
貞
慶
『
神
祇
講
式
』
と
中
世
神
道
説
」（『
東
洋
の
宗
教
と
思
想
』
第
一
八
號
、
二
〇
〇
一
）
佐
藤
氏
は
、
貞
慶
の
『
春
日
大
明
神
発
願
文
』
や
『
春
日
講
式
』、『
春
日
御
本
地
尺
』
と
の
比
較
検
討
か
ら
貞
慶
作
の
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
の
成
立
も
一
三
一
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
岡
田
氏
の
見
解
よ
り
遡
り
、
建
久
年
間
（
一
一
九
〇
〜
一
一
九
九
）
の
貞
慶
が
笠
置
山
に
遁
世
す
る
以
前
で
あ
る
と
し
た
。
佐
藤
氏
の
成
果
と
し
て
、『
神
祇
講
式
』
啓
白
文
の
一
文
と
『
中
臣
祓
訓
解
』
が
同
一
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
建
久
年
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
中
臣
祓
訓
解
』
と
時
代
的
に
整
合
性
を
合
わ
せ
て
い
る
観
は
否
め
な
い
。
松
本
郁
代
「「
中
世
神
道
」
を
め
ぐ
る
書
写
歴
の
一
考
察
｜
『
中
臣
祓
訓
解
』
奥
書
の
成
立
を
中
心
に
｜
」（『
立
命
館
文
学
』
五
六
四
号
、
二
〇
〇
〇
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
中
臣
祓
訓
解
』
建
久
年
間
成
立
期
の
問
題
点
を
含
め
、
佐
藤
が
述
べ
た
『
神
祇
講
式
』
の
建
久
年
間
成
立
説
に
は
従
い
が
た
い
。
10
）
本
稿
で
の
変
貌
概
念
は
、
中
世
神
話
（
中
世
日
本
紀
）
論
に
基
づ
く
。「
中
世
日
本
紀
」
論
と
は
、
伊
藤
正
義
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
｜
太
平
記
に
お
け
る
卜
部
兼
員
説
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
（『
文
学
』
第
四
〇
号
、
一
九
七
二
）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
歌
論
書
、
古
今
註
、
神
道
書
な
ど
に
お
い
て
、「
日
本
紀
云
」「
日
本
記
曰
」
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
原
典
と
は
か
け
離
れ
た
注
釈
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
「
日
本
紀
」
注
釈
は
、
荒
唐
無
𥡴
、
牽
強
付
会
な
も
の
と
し
て
研
究
対
象
に
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
が
、
伊
藤
は
「
中
世
日
本
紀
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
「
日
本
紀
」
に
仮
託
し
て
説
明
す
る
学
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
歌
論
書
、
古
今
註
、
神
道
書
の
担
い
手
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
や
が
て
『
太
平
記
』
巻
二
五
「
自
伊
勢
進
宝
剣
事
」
に
お
い
て
、「
日
本
紀
ノ
家
」
で
あ
る
卜
部
兼
員
が
語
る
異
貌
の
「
日
本
紀
」
説
が
創
り
出
さ
れ
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
伊
藤
論
文
は
、
「
注
釈
」
を
捉
え
直
し
た
文
学
史
上
の
意
義
を
持
つ
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら
「
日
本
紀
」
を
荒
唐
無
𥡴
と
し
て
来
た
中
世
文
学
、
思
想
史
、
神
道
史
の
近
代
主
義
を
暴
き
、
中
世
の
記
述
そ
の
も
の
か
ら
固
有
の
信
仰
や
学
知
を
捉
え
な
お
す
「
転
回
」
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
伊
藤
の
「
中
世
日
本
紀
」
論
を
受
け
た
山
本
ひ
ろ
子
は
、『
中
世
神
話
』
岩
波
新
書
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）
に
お
い
て
、
注
釈
（
中
世
日
本
紀
）、
神
道
書
（
中
世
神
道
）、
縁
起
・
本
地
物
語
に
見
ら
れ
る
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
と
は
異
な
る
起
源
叙
述
を
「
中
世
神
話
」
と
呼
び
、
中
世
固
有
の
神
話
世
界
の
研
究
を
展
開
し
た
。
山
本
の
研
究
は
、「
神
話
」
概
念
を
、
古
層
や
古
代
か
ら
解
放
し
、
時
代
ご
と
に
固
有
の
神
話
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
発
展
段
階
的
に
古
代
か
ら
中
世
へ
と
神
話
が
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
宗
教
者
の
体
験
や
儀
礼
に
よ
っ
て
絶
え
ず
生
成
さ
れ
、
つ
ね
に
変
貌
す
る
も
の
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
神
話
に
お
け
る
中
世
を
捉
え
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
斎
藤
英
喜
『
読
み
替
え
ら
れ
た
日
本
神
話
』
講
談
社
現
代
新
書
（
講
談
社
、
二
〇
〇
八
）
は
、
ま
さ
に
変
貌
の
視
座
か
ら
の
「
神
話
史
」
叙
述
と
で
も
言
え
る
、
神
話
の
通
史
的
叙
述
を
試
み
た
出
発
的
成
果
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
稿
は
こ
れ
以
降
の
「
日
本
紀
講
か
ら
中
世
日
本
紀
へ
｜
ア
マ
テ
ラ
ス
・
ス
サ
ノ
ヲ
を
中
心
に
｜
」（
伊
藤
聡
編
『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
・
第
三
巻
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
）、
「
中
世
日
本
紀
か
ら
『
古
事
記
伝
』
へ
」（
山
下
久
夫
・
斎
藤
英
喜
編
『
越
境
す
る
古
事
記
伝
』（
森
話
社
、
二
〇
一
二
）、「
戦
死
者
の
記
憶
・
靖
国
・
折
口
信
夫
｜
神
話
解
釈
史
の
視
点
か
ら
｜
」
（『
日
本
文
学
』
六
四
巻
五
号
、
二
〇
一
五
・
五
）
な
ど
の
成
果
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
近
年
の
「
神
話
解
釈
史
」
論
の
一
三
二
成
果
と
し
て
、
権
東
祐
「
神
話
解
釈
史
か
ら
見
る
富
士
山
の
祭
祀
変
貌
論
｜
そ
の
歴
史
叙
述
を
中
心
と
し
て
｜
」（
国
際
大
学
院
生
発
表
会
「
東
ア
ジ
ア
宗
教
の
交
流
と
変
遷
」
口
頭
発
表
レ
ジ
ュ
メ
於
、
佛
教
大
学
、
二
〇
一
六
・
六
）
を
あ
げ
た
い
。
11
）
第
六
天
魔
王
神
話
に
つ
い
て
は
、
新
田
一
郎
「
虚
言
ヲ
仰
ラ
ル
ヽ
神
」（『
列
島
の
文
化
史
』
第
四
号
、
一
九
八
九
）、
伊
藤
聡
「
第
六
天
魔
王
説
の
成
立
｜
特
に
『
中
臣
祓
訓
解
』
の
所
説
を
中
心
に
｜
」（『
日
本
文
学
』
四
四
巻
七
号
、
一
九
九
五
・
七
）
↓
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
一
）、
彌
永
信
美
「
第
六
天
魔
王
と
中
世
日
本
の
創
造
神
話
（
上
）（
中
）
（
下
）」（『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
一
〇
四
・
一
〇
五
・
一
〇
六
、
一
九
九
八
九
九
）、
阿
部
泰
郎
「
魔
王
と
の
契
約
｜
第
六
天
魔
王
神
話
の
文
脈
｜
」（
武
久
堅
監
修
『
中
世
軍
記
の
展
望
台
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
）
を
参
照
。
ま
た
「
大
日
印
文
」
に
つ
い
て
は
、
山
本
ひ
ろ
子
『
中
世
神
話
』（
前
掲
註
10
））、
伊
藤
聡
「
大
日
本
国
説
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
学
』
五
〇
巻
七
号
、
二
〇
〇
一
）
↓
伊
藤
前
掲
著
所
収
、
小
川
豊
生
「
神
話
表
象
と
し
て
の
大
海
｜
中
世
叡
山
に
お
け
る
大
日
印
文
説
の
生
成
｜
」（『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』
森
話
社
、
二
〇
一
四
）
を
参
照
。
と
く
に
小
川
論
文
は
、
大
日
印
文
が
求
聞
持
法
な
ど
観
想
に
お
け
る
「
大
海
印
」
の
儀
礼
か
ら
生
成
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
示
唆
に
富
む
。
第
六
天
魔
王
神
話
も
儀
礼
か
ら
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
12
）
社
壇
浄
土
説
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
春
日
曼
荼
羅
に
お
け
る
「
春
日
浄
土
」
研
究
に
蓄
積
が
あ
る
。
代
表
的
な
成
果
と
し
て
、
川
村
知
行
「
春
日
浄
土
と
春
日
曼
荼
羅
」（『
美
術
史
研
究
』
第
一
七
冊
、
一
九
八
〇
）、
阿
部
泰
郎
「
神
道
曼
荼
羅
の
構
造
と
象
徴
世
界
」（
桜
井
好
朗
編
『
神
と
仏
』
大
系
・
日
本
人
と
仏
教
１
春
秋
社
、
一
九
八
五
）、
行
徳
真
一
郎
「
春
日
宮
曼
荼
羅
図
の
風
景
表
現
｜
仏
性
と
神
性
の
か
た
ち
｜
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
五
四
一
号
、
一
九
九
六
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
社
壇
浄
土
は
、
春
日
に
限
定
さ
れ
ず
各
地
で
の
展
開
が
見
ら
れ
、
佐
藤
弘
夫
「
地
獄
と
極
楽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」（『
神
・
仏
・
王
権
の
中
世
』
法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
世
に
お
け
る
聖
地
、
「
現
世
の
浄
土
」
と
し
て
、
よ
り
中
世
宗
教
思
想
史
の
文
脈
で
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
か
で
も
山
本
ひ
ろ
子
「
中
世
熊
野
詣
の
宗
教
世
界
｜
浄
土
と
し
て
の
熊
野
へ
｜
」（『
変
成
譜
｜
中
世
神
仏
習
合
の
世
界
』
春
秋
社
、
一
九
九
三
）
は
、
院
政
期
以
降
展
開
さ
れ
た
熊
野
詣
が
、
当
時
浄
土
に
詣
で
る
儀
礼
実
践
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
奥
三
河
大
神
楽
に
お
け
る
「
浄
土
入
り
」
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
。
中
世
の
社
壇
浄
土
説
は
、
宗
教
思
想
史
と
い
う
枠
組
み
を
越
え
、
宗
教
儀
礼
実
践
の
射
程
か
ら
捉
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
13
）
二
神
約
諾
神
話
と
は
、
天
照
大
神
と
天
児
屋
根
命
が
、
天
岩
戸
に
お
い
て
契
約
し
た
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
約
諾
に
基
づ
き
、
摂
関
家
が
代
々
天
皇
を
守
護
し
て
い
る
と
す
る
神
話
で
あ
る
。
藤
森
馨
「
二
神
約
諾
神
話
の
展
開
」（『
日
本
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
諸
位
相
と
統
辞
法
』
名
古
屋
大
学
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
。
14
）
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
監
修
『
高
野
山
講
式
集
』
（
小
林
写
真
工
業
、
二
〇
〇
三
）。
15
）
h
ttp
: //w
w
w
.f.w
a
sed
a
.jp
/g
u
elb
erg
/k
o
sh
ik
i /d
a
ten
b
-j.
h
tm
ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
に
よ
る
講
式
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
一
三
三
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
の
存
在
は
、
講
式
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
成
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
16
）
竹
居
明
男
「
解
脱
上
人
貞
慶
と
春
日
信
仰
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
一
五
号
、
一
九
八
〇
）
↓
『
日
本
古
代
仏
教
の
文
化
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
）。
17
）
こ
う
し
た
公
的
儀
礼
に
お
け
る
私
的
儀
礼
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
尾
瑞
樹
「
中
世
神
話
の
生
成
｜
大
江
匡
房
の
神
道
説
と
儀
式
次
第
｜
」（
古
代
文
学
会
編
『
祭
儀
と
言
説
｜
生
成
の
現
場
へ
｜
』（
森
話
社
、
一
九
九
九
）
は
、
院
政
期
の
大
江
匡
房
『
江
家
次
第
』
の
「
神
宮
事
」
に
お
け
る
公
的
な
神
宮
奉
拝
の
儀
礼
に
お
い
て
、「
此
の
次
い
で
に
私
の
祈
り
を
申
す
」
と
し
て
、
私
的
な
儀
礼
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
18
）
「
文
保
太
子
伝
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
阿
部
隆
一
「
室
町
期
以
前
成
立
聖
徳
太
子
伝
記
類
書
誌
」（
聖
徳
太
子
研
究
会
編
『
聖
徳
太
子
論
集
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
一
）
↓
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
・
第
三
巻
解
題
篇
二
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
）
所
収
、
今
堀
太
逸
「
中
世
の
太
子
信
仰
と
神
祇
｜
醍
醐
寺
蔵
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
鷹
陵
史
学
』
第
八
号
、
一
九
八
二
）
↓
『
本
地
垂
迹
信
仰
と
念
仏
｜
日
本
庶
民
仏
教
史
の
研
究
』（
法
藏
館
、
一
九
九
九
）
所
収
、
阿
部
泰
郎
「
聖
徳
太
子
伝
｜
中
世
太
子
伝
「
正
法
輪
蔵
」
の
輪
郭
｜
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
一
巻
九
号
、
一
九
八
六
）
を
参
照
。
19
）
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
は
、
三
河
国
鳳
来
寺
の
融
慶
が
、
伊
勢
の
道
祥
（
荒
木
田
匡
興
）
の
も
と
に
持
ち
込
ん
だ
独
自
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
書
を
、
道
祥
お
よ
び
弟
子
の
春
が
書
写
し
た
と
伝
わ
る
。
し
か
し
、
道
祥
本
と
春
本
は
内
容
が
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
ど
こ
が
融
慶
本
の
原
型
を
留
め
て
い
る
の
か
不
明
な
所
が
多
い
。『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
収
「『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
に
つ
い
て
」（『
皇
學
館
大
學
紀
要
』
第
一
一
輯
、
一
九
六
二
）
↓
『
神
道
史
の
研
究
遺
芳
篇
』（
皇
學
館
大
學
出
版
部
、
二
〇
〇
六
）
所
収
を
参
照
。
20
）
久
保
田
収
「
中
世
に
お
け
る
熱
田
社
の
崇
敬
」（『
神
道
史
研
究
』
第
七
巻
六
号
、
一
九
五
九
）
↓
『
神
道
史
の
研
究
』（
皇
學
館
大
學
出
版
会
、
一
九
六
三
）
所
収
。
21
）
阿
部
泰
郎
「
中
世
熱
田
宮
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
空
間
」（『
中
世
日
本
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
体
系
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
）。
22
）
小
林
幸
夫
「
熱
田
の
西
行
｜
熱
田
社
と
天
照
大
神
｜
」（『
西
行
学
』
第
六
号
、
二
〇
一
五
）。
23
）
『
熱
田
講
式
』
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
近
年
、『
熱
田
講
式
』
が
所
蔵
さ
れ
る
真
福
寺
調
査
に
よ
り
、
阿
部
泰
郎
「
解
題
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中
世
日
本
紀
集
』
真
福
寺
善
本
叢
刊
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
）
の
成
果
が
あ
る
が
、
最
新
の
書
誌
解
題
に
お
い
て
も
『
神
祇
講
式
』
の
関
連
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
24
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
竹
居
明
男
「『
春
日
権
現
験
記
絵
』
の
成
立
」（
本
田
義
憲
他
編
『
説
話
集
の
世
界
中
世
２
』
説
話
の
講
座
・
第
五
巻
（
勉
誠
出
版
、
一
九
九
三
）
↓
前
掲
註
16
）竹
居
著
所
収
を
参
照
。
25
）
岩
木
山
安
部
氏
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
貌
は
不
明
で
あ
る
。
『
十
坊
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
安
部
常
陸
尉
盛
季
｜
與
四
郎
仲
伸
｜
宮
大
夫
仲
房
｜
萬
大
夫
仲
雄
｜
宮
大
夫
仲
季
｜
播
磨
守
仲
満
と
い
う
系
譜
を
伝
え
て
い
る
。『
青
森
県
史
・
資
料
編
』
に
収
録
さ
れ
一
三
四
る
『
安
倍
先
祖
由
緒
書
』
に
は
、
以
上
の
系
譜
の
略
歴
が
記
さ
れ
、
安
倍
貞
任
の
末
裔
を
称
し
、
津
軽
安
藤
氏
の
血
縁
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る
が
、
そ
の
系
譜
も
独
自
な
部
分
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
秋
田
実
季
撰
『
秋
田
家
系
図
』
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
岩
木
山
安
部
氏
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
26
）
近
世
高
野
山
に
は
、
三
輪
流
神
道
や
御
流
神
道
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
近
年
、
吉
田
唯
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る
。
吉
田
唯
「
高
野
山
大
学
図
書
館
所
蔵
『
神
道
遷
宮
次
第
支
度
』
に
見
る
御
幣
の
役
割
に
つ
い
て
」（『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
八
号
、
二
〇
一
五
・
三
）、「
近
世
高
野
山
の
神
道
関
係
資
料
に
み
る
愛
染
明
王
信
仰
に
つ
い
て
｜
遷
宮
に
使
用
す
る
八
葉
蓮
華
を
中
心
に
｜
」（
仏
教
文
学
会
二
〇
一
五
年
度
大
会
、
口
頭
発
表
レ
ジ
ュ
メ
）、「
近
世
高
野
山
に
お
け
る
神
祇
信
仰
に
つ
い
て
｜
『
神
璽
内
侍
所
事
』
を
中
心
に
｜
」（
日
本
宗
教
民
俗
学
会
第
26
回
大
会
、
口
頭
発
表
レ
ジ
ュ
メ
）
参
照
。
27
）
萩
原
龍
夫
「
山
村
に
と
ど
ま
る
神
祇
講
式
と
田
遊
び
詞
章
」
（『
神
々
と
村
落
｜
歴
史
学
と
民
俗
学
の
接
点
｜
』
弘
文
堂
、
一
九
七
八
）。
28
）
前
掲
註
７
）宮
家
論
文
。
29
）
早
川
孝
太
郎
『
花
祭
』
下
（
岡
書
院
、
一
九
三
〇
）。
30
）
奥
三
河
の
「
浄
土
入
り
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
山
本
ひ
ろ
子
「
大
神
楽
「
浄
土
入
り
」
｜
奥
三
河
の
霜
月
神
楽
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
（『
変
成
譜
｜
中
世
神
仏
習
合
の
世
界
』
春
秋
社
、
一
九
九
三
）
を
参
照
。
山
本
は
、
天
正
本
『
御
神
楽
日
記
』（
天
正
九
年
一
五
八
一
）
の
読
解
か
ら
、「
浄
土
入
り
」
儀
礼
と
中
世
の
神
祇
灌
頂
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
花
祭
論
の
み
な
ら
ず
、
中
世
神
仏
信
仰
の
展
開
と
し
て
も
非
常
に
興
味
深
い
議
論
で
あ
る
。
山
本
の
研
究
は
、
中
世
神
道
説
と
在
地
神
楽
の
関
係
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
出
来
る
可
能
性
が
あ
り
、
近
年
、
中
世
神
楽
の
視
点
か
ら
こ
う
し
た
神
楽
・
祭
文
の
捉
え
な
お
し
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
中
世
神
楽
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
英
喜
「「
い
ざ
な
ぎ
流
」
研
究
史
の
整
理
と
そ
の
展
望
」（『
宗
教
民
俗
研
究
』
一
四
・
一
五
合
併
号
、
二
〇
〇
六
）、「
も
う
ひ
と
つ
の
「
花
祭
」
へ
」（『
説
話
・
伝
承
学
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
五
・
三
）、「
折
口
信
夫
「
山
の
霜
月
舞
」
再
考
｜
「
花
祭
」
研
究
の
現
在
へ
｜
」（『
歴
史
学
部
論
集
』
第
六
号
、
二
〇
一
六
・
三
）
の
議
論
を
参
照
。
31
）
武
井
正
弘
編
『
奥
三
河
花
祭
り
祭
文
集
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
）
32
）
藺
牟
田
神
舞
に
つ
い
て
は
、
所
崎
平
・
牧
山
望
編
著
『
藺
牟
田
神
舞
』（
私
家
版
、
一
九
七
六
）
を
参
照
。
本
稿
の
『
神
舞
一
庭
之
事
』
も
『
藺
牟
田
神
舞
』
所
収
本
に
拠
っ
た
。
近
年
の
藺
牟
田
神
舞
へ
の
学
術
的
成
果
と
し
て
、
井
上
隆
弘
「
南
九
州
の
神
楽
に
お
け
る
荒
神
｜
藺
牟
田
神
舞
の
三
笠
舞
と
胞
衣
荒
神
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
民
俗
芸
能
研
究
』
第
五
六
号
、
二
〇
一
四
・
三
）
が
あ
る
。
井
上
論
文
は
、
藺
牟
田
神
舞
の
「
三
笠
舞
」
に
お
け
る
祭
文
の
詞
章
が
、
中
世
の
荒
神
信
仰
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
藺
牟
田
神
舞
の
聖
教
を
中
世
神
話
と
し
て
読
む
視
界
を
開
い
た
成
果
と
し
て
意
義
が
あ
る
。
33
）
こ
の
「
奥
山
」「
中
山
」「
山
口
」
の
構
成
は
、
全
国
各
地
に
残
る
山
神
祭
文
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
問
答
自
体
は
、
椎
葉
神
楽
や
祓
川
神
舞
の
「
宿
借
り
」
儀
礼
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
椎
葉
や
祓
川
な
ど
の
宮
崎
の
神
楽
や
、
鹿
児
一
三
五
『
神
祇
講
式
』
の
流
布
と
展
開
島
の
神
舞
と
の
関
連
が
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
必
要
を
示
す
。
「
宿
借
り
」
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
伸
夫
『
椎
葉
神
楽
発
掘
』
（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
）
を
参
照
。
34
）
渡
辺
伸
夫
「
鹿
児
島
県
入
来
神
舞
資
料
」（『
演
劇
研
究
』
第
一
四
号
、
一
九
九
一
）。
35
）
本
田
親
虎
『
入
来
町
誌
』
下
巻
（
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
入
来
町
役
場
、
一
九
七
八
）「
一
、
神
舞
」（
四
四
八
〜
四
六
五
頁
）
を
参
照
。
本
田
は
、
入
来
神
舞
と
の
比
較
に
お
い
て
、
藺
牟
田
の
神
々
に
つ
い
て
、「
弥
陀
や
薬
師
の
よ
う
な
仏
神
で
あ
っ
て
、
非
常
に
仏
教
臭
が
強
い
。
こ
れ
は
真
言
山
伏
の
影
響
が
強
い
た
め
で
あ
ろ
う
。」
（
四
四
九
頁
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
隣
郷
藺
牟
田
の
神
舞
の
よ
う
に
奏
楽
も
僅
か
の
差
異
で
、
ど
ち
ら
の
曲
を
使
っ
て
も
演
奏
可
能
な
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
さ
き
に
も
書
い
た
と
お
り
、
入
来
の
祭
文
を
藺
牟
田
で
は
聖
教
と
呼
び
、
入
来
の
記
紀
の
神
名
が
藺
牟
田
で
は
弥
陀
や
薬
師
仏
に
な
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
神
楽
を
創
作
し
て
い
る
。」（
四
六
四
頁
）
と
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
渡
辺
伸
夫
も
前
掲
註
34
）論
文
に
お
い
て
、「
入
来
神
舞
は
隣
郷
の
藺
牟
田
神
舞
（
現
在
中
絶
）
に
比
べ
て
、
神
楽
改
革
が
施
さ
れ
、
神
道
化
が
著
し
い
。」（
六
四
頁
）
と
し
て
い
る
。
渡
辺
が
紹
介
し
た
入
来
の
『
神
舞
諸
論
儀
次
第
』
に
は
、
確
か
に
吉
田
神
道
の
『
兼
邦
百
首
哥
抄
』
に
見
え
る
歌
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、「
宗
源
」
な
ど
『
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
な
ど
と
共
通
す
る
文
言
が
窺
え
る
。
入
来
は
、
吉
田
神
道
の
影
響
を
受
け
て
「
神
道
化
」
し
た
よ
う
で
あ
る
。
藺
牟
田
神
舞
と
入
来
神
舞
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
入
来
の
「
門
問
之
次
第
」
は
、
藺
牟
田
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
渡
辺
の
紹
介
に
従
う
こ
と
と
す
る
。『
入
来
町
誌
』
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
神
田
竜
浩
氏
（
国
立
文
楽
劇
場
）
の
御
教
示
に
よ
る
。
36
）
永
松
敦
『
狩
猟
民
俗
と
修
験
道
』
第
三
章
「
島
津
氏
と
修
験
道
」（
白
水
社
、
一
九
九
三
）
参
照
。
一
三
六
